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令
和
３
年
度
　
上
半
期
の
財
政
状
況

土　　地
建　　物
構 築 物
基　　金

1,386,232㎡
143,316㎡

262基
1億5,585万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

87億1,267万円
103億5,906万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は87億1,267万円ですが、国が全額負担する分を除くと45億3,9
21万円となり、これを返済するとき国がさらにその一部を負担しますので、
実際に加茂市が返済する金額は35億8,772万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億4,762
8,271

2億4,061
236

収入割合
43.9%
2.9%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

4億9,869
2億2,208

1億3,675
5,624

支出割合
27.4%
25.3%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

26億6,867
3億3,642
1億4,733
20億1,464
32億1,565
2億3,286
86億1,557

14億4,712
1億2,657
3,084

6億2,758
17億1,803

9,015
40億4,029

収入割合
54.2%
37.6%
20.9%
31.2%
53.4%
38.7%
46.9%

支 出 済 額
（万円）
10億2,759
1億2,537

109
7億6,596
13億0,997
1億1,128
33億4,099

支出割合
38.5%
37.3%
0.7%
38.0%
40.7%
47.8%
38.8%

■特別会計

■一般会計

令和３年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和3年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　129億3,029万円
収入済額　　  62億8,292万円（収入割合48.6％）
支出済額　　  53億7,876万円（支出割合41.6％）
歳　入 歳　出 　上段：予算額

　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

土木費

教育費

商工費

総務費

公債費

衛生費

その他

地方
交付税※

市　税

国庫
支出金

諸収入

県支出金

市　債

地方消費税
交付金

その他

16億3,542万
17億8,491万
7億 351万

16億6,751万
6億4,819万

13億3,662万
5億6,730万
12億3,068万
3億8,008万
10億2,086万
4億7,598万
10億1,894万
5億4,694万
9億2,919万
4億2,134万

45億5,000万
28億3,859万

25億5,509万
14億4,049万

17億2,458万
6億9,766万

9億2,756万
5,296万

7億2,520万
1,240万

8億1,513万
8,390万

6億2,000万
3億3,911万
10億1,273万
8億1,781万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

39億4,158万

※収益的収入からは減価償却費として1億4,011万円が天引きされ、これが留保財源（貯金）となります。
収入と支出の差は、この留保財源（貯金）で補てんされ、余った分（黒字）は翌年度へ繰り越されます。
この翌年度へ繰り越される留保財源（黒字）は6,438万円です。
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新型コロナウイルス感染症　ワクチン接種について

加茂市長　藤田明美

　5月から始まりました新型コロナワクチンの集団接種につきましては、加茂市医師会、加茂薬剤師会
などの関係者の方々、さらには市民の皆さまのご協力により順調に接種が進み、11月28日で終了いた
しました。皆さまのご協力に心から感謝申し上げます。

　1２月６日現在の接種状況は、12歳以上の23,983人に対
し、1回目の接種を終えた人は21,864人で91.16％、2回目
の接種を終えた人は21,701人で90.48％です。
12歳から64歳の方々の接種状況については、対象者14,339
人に対し、1回目の接種を終えた人は12,616人で87.98％、
2回目の接種を終えた人は12,503人で87.20％です。

　また、3回目の追加接種の対応については、2回目の接種を終了した方のうち、
原則8か月以上経過した18歳以上の方を対象とするという国の指針を踏まえて
接種を開始します。既に、令和3年3月から4月に2回目の接種を終えた病院勤
務の方へは、11月26日に接種券を発送しており、12月中には勤務先の病院で
3回目の接種を開始いたします。

　2回目の接種を終え、8か月以上経過する65歳以上の高齢者や64歳以下の一般の方々には、来年の1月
から順次、接種券を発送し、2月から接種を開始できるよう準備を進めています。
　なお、引き続きコールセンターを設置して、接種に関する相談を受け付けています。接種方法は、加茂
市医師会のご協力により集団接種と医療機関での個別接種を行い、集団接種の会場は加茂文化会館小ホー
ルを使用します。
　集団接種については、対象者に日時を指定する方式で実施する予定です。

　市といたしましては、国・県と連携してしっかりと取り組んでいくとともに、新しいお知らせや変更点
は随時ホームページや広報等でお知らせしていきます。流動的な点もありますので、こまめなチェックを
お願いいたします。

　新型コロナウイルス感染症の感染状況は落ち着いてきましたが、新しい変異株も見つかり先行き不透明
なところもあります。ワクチンを接種する、しないは強制されるものではありません。一人ひとりの考え
が尊重されることを願っています。そして引き続き感染予防に気をつけるとともに、前を向き一歩を踏み
出し、新しい年を迎えましょう。

接 種 の 状 況

3回目の接種について

11月26日発送の接種券

1回接種完了 2回接種完了

人数 割合 人数 割合

65歳以上 9,644 9,248 95.89% 9,198 95.38%

12～64歳 14,339 12,616 87.98% 12,503 87.20%

計 23,983 21,864 91.16% 21,701 90.48%

※対象人数は令和３年９月１日現在です。

年齢区分 対象人数
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市 債 の 現 在 高

※市債現在高は87億1,267万円ですが、国が全額負担する分を除くと45億3,9
21万円となり、これを返済するとき国がさらにその一部を負担しますので、
実際に加茂市が返済する金額は35億8,772万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億4,762
8,271

2億4,061
236

収入割合
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予　算　額
（万円）
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（万円）

4億9,869
2億2,208

1億3,675
5,624
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27.4%
25.3%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業
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項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

26億6,867
3億3,642
1億4,733
20億1,464
32億1,565
2億3,286
86億1,557

14億4,712
1億2,657
3,084

6億2,758
17億1,803

9,015
40億4,029

収入割合
54.2%
37.6%
20.9%
31.2%
53.4%
38.7%
46.9%

支 出 済 額
（万円）
10億2,759
1億2,537

109
7億6,596
13億0,997
1億1,128
33億4,099

支出割合
38.5%
37.3%
0.7%
38.0%
40.7%
47.8%
38.8%

■特別会計

■一般会計

令和３年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和3年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　129億3,029万円
収入済額　　  62億8,292万円（収入割合48.6％）
支出済額　　  53億7,876万円（支出割合41.6％）
歳　入 歳　出 　上段：予算額

　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

土木費

教育費

商工費

総務費

公債費

衛生費

その他

地方
交付税※

市　税

国庫
支出金

諸収入

県支出金

市　債

地方消費税
交付金

その他

16億3,542万
17億8,491万
7億 351万

16億6,751万
6億4,819万

13億3,662万
5億6,730万
12億3,068万
3億8,008万
10億2,086万
4億7,598万
10億1,894万
5億4,694万
9億2,919万
4億2,134万

45億5,000万
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9億2,756万
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7億2,520万
1,240万

8億1,513万
8,390万

6億2,000万
3億3,911万
10億1,273万
8億1,781万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

39億4,158万

※収益的収入からは減価償却費として1億4,011万円が天引きされ、これが留保財源（貯金）となります。
収入と支出の差は、この留保財源（貯金）で補てんされ、余った分（黒字）は翌年度へ繰り越されます。
この翌年度へ繰り越される留保財源（黒字）は6,438万円です。
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ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
ま
ち
の
保
健
室

　
　

25
日
　
市
内
小
学
校
卒
業
式

　
　

29
日
　
令
和
２
年
度
加
茂
市
表
彰
式

４
月
　
１
日
　
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の
湯
オ
ー
プ
ン

　
　
　
４
日
　
女
性
消
防
団
辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　
　
加
茂
山
一
斉
清
掃

　
　
　
６
日
　
市
内
小
・
中
学
校
入
学
式

　
　

17
日
　
Ｂ
Ｂ
Ｃ
（Kam

o M
iyagem

ono C
enter

）
オ
ー
プ
ン

　
　

10
日
　
第
55
回
雪
椿
ま
つ
り
ス
マ
ホ
で
Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
！
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
　

25
日
　
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
　
〜
カ
モ
レ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
の
試
練
〜

５
月
　
１
日
　
２
０
２
０
年
度
　
加
茂
市
成
人
式

　
　
　
３
日
　
２
０
２
１
年
度
　
加
茂
市
成
人
式

　
　
　
８
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
開
始
（
〜
11
月
28
日
）

６
月
　
１
日
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
拠
点
回
収
ス
タ
ー
ト

　
　
　
６
日
　
加
茂
川
一
斉
清
掃

　
　
　
７
日
　
親
子
運
動
教
室

　
　

13
日
　
加
茂
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　

27
日
　
こ
ど
も
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
（
文
化
会
館
事
業
）

　
　
　
　
　
　
自
主
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムin

加
茂

５

１

４

６

10
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新型コロナウイルス感染症　ワクチン接種について

加茂市長　藤田明美

　5月から始まりました新型コロナワクチンの集団接種につきましては、加茂市医師会、加茂薬剤師会
などの関係者の方々、さらには市民の皆さまのご協力により順調に接種が進み、11月28日で終了いた
しました。皆さまのご協力に心から感謝申し上げます。

　1２月６日現在の接種状況は、12歳以上の23,983人に対
し、1回目の接種を終えた人は21,864人で91.16％、2回目
の接種を終えた人は21,701人で90.48％です。
12歳から64歳の方々の接種状況については、対象者14,339
人に対し、1回目の接種を終えた人は12,616人で87.98％、
2回目の接種を終えた人は12,503人で87.20％です。

　また、3回目の追加接種の対応については、2回目の接種を終了した方のうち、
原則8か月以上経過した18歳以上の方を対象とするという国の指針を踏まえて
接種を開始します。既に、令和3年3月から4月に2回目の接種を終えた病院勤
務の方へは、11月26日に接種券を発送しており、12月中には勤務先の病院で
3回目の接種を開始いたします。

　2回目の接種を終え、8か月以上経過する65歳以上の高齢者や64歳以下の一般の方々には、来年の1月
から順次、接種券を発送し、2月から接種を開始できるよう準備を進めています。
　なお、引き続きコールセンターを設置して、接種に関する相談を受け付けています。接種方法は、加茂
市医師会のご協力により集団接種と医療機関での個別接種を行い、集団接種の会場は加茂文化会館小ホー
ルを使用します。
　集団接種については、対象者に日時を指定する方式で実施する予定です。

　市といたしましては、国・県と連携してしっかりと取り組んでいくとともに、新しいお知らせや変更点
は随時ホームページや広報等でお知らせしていきます。流動的な点もありますので、こまめなチェックを
お願いいたします。

　新型コロナウイルス感染症の感染状況は落ち着いてきましたが、新しい変異株も見つかり先行き不透明
なところもあります。ワクチンを接種する、しないは強制されるものではありません。一人ひとりの考え
が尊重されることを願っています。そして引き続き感染予防に気をつけるとともに、前を向き一歩を踏み
出し、新しい年を迎えましょう。

接 種 の 状 況

3回目の接種について

11月26日発送の接種券

1回接種完了 2回接種完了

人数 割合 人数 割合

65歳以上 9,644 9,248 95.89% 9,198 95.38%

12～64歳 14,339 12,616 87.98% 12,503 87.20%

計 23,983 21,864 91.16% 21,701 90.48%

※対象人数は令和３年９月１日現在です。

年齢区分 対象人数
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ニ
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ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
避難所運営ワークショップ（11/17）
　避難所開設を伴うような気象状況が前よりも頻繁
に発生するようになってきました。加茂市では市役
所職員の避難所運営スキルの向上のため、講師に公
益社団法人中越防災安全推進機構の河内毅さんをお
招きして避難所運営ワークショップを開催し、市職
員など４１名が参加しました。
　前半は河内さんの講演を通して、実際の避難所運
営でのポイントや心構えを学び、後半は避難所運営
で考えられる設問（２択式）を１０問、グループで討
議して、その結果を全体に発表し、それに河内さん
が解説して参加者全体で共有しました。

市長も参戦！ゲートボール大会（11/23）
　近隣市町村のチームも参加して、第24回加
茂市長杯愛好者親善ゲートボール大会が開かれ
ました。
　新潟県のゲートボール競技者数は全国トップ
ということもあってか、この日は荒天にも関わ
らず10チーム55名が参加しました。また、藤
田市長も「チーム藤田」の参加者として楽しみ
ました。
　ルールが奥深く、頭脳プレーとも言われる
ゲートボール。参加者の皆さんは元気いっぱい
にはつらつとプレーしていました。

令
和
３
年
加
茂
市
の
で
き
ご
と

７
月
　
５
日
　
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
と
の
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

　
　

13
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
女
子
体
操
選
手
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ（
〜
18
日
）

　
　

16
日
　
加
茂
地
区
新
規
高
卒
求
人
説
明
会

　
　

17
日
　
や
さ
し
い
日
本
語
を
学
ぼ
う
！
（
国
際
交
流
協
会
事
業
）

　
　

25
日
　
第
44
回
加
茂
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

８
月
　
２
日
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈
式

　
　
　
５
日
　
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会

　
　
　
７
日
　
モ
ハ
１
写
真
撮
影
会

　
　
　
　
　
　
第
18
回
加
茂
市
長
杯
学
童
野
球
大
会

　
　

14
日
　
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
採
火
式

　
　

24
日
　
加
茂
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
式

９
月
　
３
日
　
市
内
公
共
施
設
臨
時
休
館
（
〜
16
日
）

　
　
　
５
日
　
あ
か
り
の
展
示
（
美
人
の
湯
）

　
　

10
日
　
加
茂
の
「
今
」
展

　
　

28
日
　
古
文
書
講
座
『
若
宮
神
社
の
築
造
問
題
』
（
民
俗
資
料
館
事
業
）

10
月
　
７
日
　
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
講
習
会

　
　

23
日
　
加
茂
西
小
学
校
閉
校
式

　
　

24
日
　
第
31
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　
　

29
日
　
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

　
　

30
日
　
第
53
回
市
展
・
諸
流
い
け
ば
な
展

　
　

31
日
　
第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
開
票

11
月
　
６
日
　
第
26
回
公
民
館
作
品
展
（
〜
８
日
）

　
　
　
９
日
　
加
茂
市×

第
一
生
命
終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　

10
日
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
　

20
日
　
歴
史
講
演
会『
蒲
原
鉄
道
の
77
年
〜
加
茂
線
を
中
心
に
』（
民
俗
資
料
館
事
業
）

27
・
28
日
　
市
長
と
の
座
談
会

12
月
　
２
日
　
県
道
長
岡
栃
尾
巻
線
　
新
町
区
間
交
互
通
行
開
始

　
３
・
４
日
　
大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
図
書
館
事
業
）

　
　

12
日
　
避
難
支
援
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１in

加
茂

７

８９
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令
和
３
年
度
　
上
半
期
の
財
政
状
況

土　　地
建　　物
構 築 物
基　　金

1,386,232㎡
143,316㎡

262基
1億5,585万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

87億1,267万円
103億5,906万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は87億1,267万円ですが、国が全額負担する分を除くと45億3,9
21万円となり、これを返済するとき国がさらにその一部を負担しますので、
実際に加茂市が返済する金額は35億8,772万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億4,762
8,271

2億4,061
236

収入割合
43.9%
2.9%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

4億9,869
2億2,208

1億3,675
5,624

支出割合
27.4%
25.3%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

26億6,867
3億3,642
1億4,733
20億1,464
32億1,565
2億3,286
86億1,557

14億4,712
1億2,657
3,084

6億2,758
17億1,803

9,015
40億4,029

収入割合
54.2%
37.6%
20.9%
31.2%
53.4%
38.7%
46.9%

支 出 済 額
（万円）
10億2,759
1億2,537

109
7億6,596
13億0,997
1億1,128
33億4,099

支出割合
38.5%
37.3%
0.7%
38.0%
40.7%
47.8%
38.8%

■特別会計

■一般会計

令和３年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和3年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　129億3,029万円
収入済額　　  62億8,292万円（収入割合48.6％）
支出済額　　  53億7,876万円（支出割合41.6％）
歳　入 歳　出 　上段：予算額

　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

土木費

教育費

商工費

総務費

公債費

衛生費

その他

地方
交付税※

市　税

国庫
支出金

諸収入

県支出金

市　債

地方消費税
交付金

その他

16億3,542万
17億8,491万
7億 351万

16億6,751万
6億4,819万

13億3,662万
5億6,730万
12億3,068万
3億8,008万
10億2,086万
4億7,598万
10億1,894万
5億4,694万
9億2,919万
4億2,134万

45億5,000万
28億3,859万

25億5,509万
14億4,049万

17億2,458万
6億9,766万

9億2,756万
5,296万

7億2,520万
1,240万

8億1,513万
8,390万

6億2,000万
3億3,911万
10億1,273万
8億1,781万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

39億4,158万

※収益的収入からは減価償却費として1億4,011万円が天引きされ、これが留保財源（貯金）となります。
収入と支出の差は、この留保財源（貯金）で補てんされ、余った分（黒字）は翌年度へ繰り越されます。
この翌年度へ繰り越される留保財源（黒字）は6,438万円です。

令
和
３
年
加
茂
市
の
で
き
ご
と

令
和
３
年
加
茂
市
の
で
き
ご
と

令
和
３
年
加
茂
市
の
で
き
ご
と

　
こ
こ
で
は
令
和
３
年
の
加
茂
市
の
で

き
ご
と
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
新
型
感
染
症
禍
の
中
、
イ
ベ

ン
ト
を
た
だ
中
止
す
る
の
で
は
な
く
従

来
の
や
り
方
に
工
夫
を
加
え
て
行
う
な

ど
、
期
せ
ず
し
て
新
た
な
事
へ
の
挑
戦

に
心
を
砕
い
た
年
だ
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
年

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
飛
躍
の

年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

１
月
　
１
日
　
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

　
　

10
日
　
市
民
囲
碁
大
会

　
　

17
日
　
土
産
物
セ
ン
タ
ー
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
最
終
日

　
　

24
日
　
市
民
将
棋
大
会

　
　

31
日
　
加
茂
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

２
月

21
日
　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
展
示

　
　
　
　
　
　
新
体
操
Ｋ
ａ
ｍ
ｏ
Ｒ
Ｇ
演
技
発
表
会

　
　

26
日
　
加
茂
市
自
立
支
援
協
議
会
開
催

　
　

27
日
　
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
中
澤
利
彦
さ
ん
ダ
ン
ス
体
験
会
＆
講
演
会

３
月
　
２
日
　
市
内
中
学
校
卒
業
式

　
　
　
３
日
　
教
育
委
員
会
表
彰
式

10
・
11
日
　
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
ま
ち
の
保
健
室

　
　

25
日
　
市
内
小
学
校
卒
業
式

　
　

29
日
　
令
和
２
年
度
加
茂
市
表
彰
式

４
月
　
１
日
　
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の
湯
オ
ー
プ
ン

　
　
　
４
日
　
女
性
消
防
団
辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　
　
加
茂
山
一
斉
清
掃

　
　
　
６
日
　
市
内
小
・
中
学
校
入
学
式

　
　

17
日
　
Ｂ
Ｂ
Ｃ
（Kam

o M
iyagem

ono C
enter

）
オ
ー
プ
ン

　
　

10
日
　
第
55
回
雪
椿
ま
つ
り
ス
マ
ホ
で
Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
！
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
　

25
日
　
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
　
〜
カ
モ
レ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
の
試
練
〜

５
月
　
１
日
　
２
０
２
０
年
度
　
加
茂
市
成
人
式

　
　
　
３
日
　
２
０
２
１
年
度
　
加
茂
市
成
人
式

　
　
　
８
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
開
始
（
〜
11
月
28
日
）

６
月
　
１
日
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
拠
点
回
収
ス
タ
ー
ト

　
　
　
６
日
　
加
茂
川
一
斉
清
掃

　
　
　
７
日
　
親
子
運
動
教
室

　
　

13
日
　
加
茂
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　

27
日
　
こ
ど
も
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
（
文
化
会
館
事
業
）

　
　
　
　
　
　
自
主
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムin

加
茂
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４
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
避難所運営ワークショップ（11/17）
　避難所開設を伴うような気象状況が前よりも頻繁
に発生するようになってきました。加茂市では市役
所職員の避難所運営スキルの向上のため、講師に公
益社団法人中越防災安全推進機構の河内毅さんをお
招きして避難所運営ワークショップを開催し、市職
員など４１名が参加しました。
　前半は河内さんの講演を通して、実際の避難所運
営でのポイントや心構えを学び、後半は避難所運営
で考えられる設問（２択式）を１０問、グループで討
議して、その結果を全体に発表し、それに河内さん
が解説して参加者全体で共有しました。

市長も参戦！ゲートボール大会（11/23）
　近隣市町村のチームも参加して、第24回加
茂市長杯愛好者親善ゲートボール大会が開かれ
ました。
　新潟県のゲートボール競技者数は全国トップ
ということもあってか、この日は荒天にも関わ
らず10チーム55名が参加しました。また、藤
田市長も「チーム藤田」の参加者として楽しみ
ました。
　ルールが奥深く、頭脳プレーとも言われる
ゲートボール。参加者の皆さんは元気いっぱい
にはつらつとプレーしていました。

令
和
３
年
加
茂
市
の
で
き
ご
と

７
月
　
５
日
　
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
と
の
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

　
　

13
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
女
子
体
操
選
手
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ（
〜
18
日
）

　
　

16
日
　
加
茂
地
区
新
規
高
卒
求
人
説
明
会

　
　

17
日
　
や
さ
し
い
日
本
語
を
学
ぼ
う
！
（
国
際
交
流
協
会
事
業
）

　
　

25
日
　
第
44
回
加
茂
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

８
月
　
２
日
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈
式

　
　
　
５
日
　
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会

　
　
　
７
日
　
モ
ハ
１
写
真
撮
影
会

　
　
　
　
　
　
第
18
回
加
茂
市
長
杯
学
童
野
球
大
会

　
　

14
日
　
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
採
火
式

　
　

24
日
　
加
茂
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
式

９
月
　
３
日
　
市
内
公
共
施
設
臨
時
休
館
（
〜
16
日
）

　
　
　
５
日
　
あ
か
り
の
展
示
（
美
人
の
湯
）

　
　

10
日
　
加
茂
の
「
今
」
展

　
　

28
日
　
古
文
書
講
座
『
若
宮
神
社
の
築
造
問
題
』
（
民
俗
資
料
館
事
業
）

10
月
　
７
日
　
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
講
習
会

　
　

23
日
　
加
茂
西
小
学
校
閉
校
式

　
　

24
日
　
第
31
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　
　

29
日
　
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

　
　

30
日
　
第
53
回
市
展
・
諸
流
い
け
ば
な
展

　
　

31
日
　
第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
開
票

11
月
　
６
日
　
第
26
回
公
民
館
作
品
展
（
〜
８
日
）

　
　
　
９
日
　
加
茂
市×

第
一
生
命
終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　

10
日
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
　

20
日
　
歴
史
講
演
会『
蒲
原
鉄
道
の
77
年
〜
加
茂
線
を
中
心
に
』（
民
俗
資
料
館
事
業
）

27
・
28
日
　
市
長
と
の
座
談
会

12
月
　
２
日
　
県
道
長
岡
栃
尾
巻
線
　
新
町
区
間
交
互
通
行
開
始

　
３
・
４
日
　
大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
図
書
館
事
業
）

　
　

12
日
　
避
難
支
援
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１in

加
茂

７

８９
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令
和
３
年
度
　
上
半
期
の
財
政
状
況

土　　地
建　　物
構 築 物
基　　金

1,386,232㎡
143,316㎡

262基
1億5,585万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

87億1,267万円
103億5,906万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は87億1,267万円ですが、国が全額負担する分を除くと45億3,9
21万円となり、これを返済するとき国がさらにその一部を負担しますので、
実際に加茂市が返済する金額は35億8,772万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億4,762
8,271

2億4,061
236

収入割合
43.9%
2.9%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

4億9,869
2億2,208

1億3,675
5,624

支出割合
27.4%
25.3%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

26億6,867
3億3,642
1億4,733
20億1,464
32億1,565
2億3,286
86億1,557

14億4,712
1億2,657
3,084

6億2,758
17億1,803

9,015
40億4,029

収入割合
54.2%
37.6%
20.9%
31.2%
53.4%
38.7%
46.9%

支 出 済 額
（万円）
10億2,759
1億2,537

109
7億6,596
13億0,997
1億1,128
33億4,099

支出割合
38.5%
37.3%
0.7%
38.0%
40.7%
47.8%
38.8%

■特別会計

■一般会計

令和３年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和3年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　129億3,029万円
収入済額　　  62億8,292万円（収入割合48.6％）
支出済額　　  53億7,876万円（支出割合41.6％）
歳　入 歳　出 　上段：予算額

　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

土木費

教育費

商工費

総務費

公債費

衛生費

その他

地方
交付税※

市　税

国庫
支出金

諸収入

県支出金

市　債

地方消費税
交付金

その他

16億3,542万
17億8,491万
7億 351万

16億6,751万
6億4,819万

13億3,662万
5億6,730万
12億3,068万
3億8,008万
10億2,086万
4億7,598万
10億1,894万
5億4,694万
9億2,919万
4億2,134万

45億5,000万
28億3,859万

25億5,509万
14億4,049万

17億2,458万
6億9,766万

9億2,756万
5,296万

7億2,520万
1,240万

8億1,513万
8,390万

6億2,000万
3億3,911万
10億1,273万
8億1,781万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

39億4,158万

※収益的収入からは減価償却費として1億4,011万円が天引きされ、これが留保財源（貯金）となります。
収入と支出の差は、この留保財源（貯金）で補てんされ、余った分（黒字）は翌年度へ繰り越されます。
この翌年度へ繰り越される留保財源（黒字）は6,438万円です。

令
和
３
年
加
茂
市
の
で
き
ご
と

令
和
３
年
加
茂
市
の
で
き
ご
と

令
和
３
年
加
茂
市
の
で
き
ご
と

　
こ
こ
で
は
令
和
３
年
の
加
茂
市
の
で

き
ご
と
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
新
型
感
染
症
禍
の
中
、
イ
ベ

ン
ト
を
た
だ
中
止
す
る
の
で
は
な
く
従

来
の
や
り
方
に
工
夫
を
加
え
て
行
う
な

ど
、
期
せ
ず
し
て
新
た
な
事
へ
の
挑
戦

に
心
を
砕
い
た
年
だ
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
年

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
飛
躍
の

年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

１
月
　
１
日
　
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

　
　

10
日
　
市
民
囲
碁
大
会

　
　

17
日
　
土
産
物
セ
ン
タ
ー
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
最
終
日

　
　

24
日
　
市
民
将
棋
大
会

　
　

31
日
　
加
茂
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

２
月

21
日
　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
展
示

　
　
　
　
　
　
新
体
操
Ｋ
ａ
ｍ
ｏ
Ｒ
Ｇ
演
技
発
表
会

　
　

26
日
　
加
茂
市
自
立
支
援
協
議
会
開
催

　
　

27
日
　
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
中
澤
利
彦
さ
ん
ダ
ン
ス
体
験
会
＆
講
演
会

３
月
　
２
日
　
市
内
中
学
校
卒
業
式

　
　
　
３
日
　
教
育
委
員
会
表
彰
式

10
・
11
日
　
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
ま
ち
の
保
健
室

　
　

25
日
　
市
内
小
学
校
卒
業
式

　
　

29
日
　
令
和
２
年
度
加
茂
市
表
彰
式

４
月
　
１
日
　
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の
湯
オ
ー
プ
ン

　
　
　
４
日
　
女
性
消
防
団
辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　
　
加
茂
山
一
斉
清
掃

　
　
　
６
日
　
市
内
小
・
中
学
校
入
学
式

　
　

17
日
　
Ｂ
Ｂ
Ｃ
（Kam

o M
iyagem

ono C
enter

）
オ
ー
プ
ン

　
　

10
日
　
第
55
回
雪
椿
ま
つ
り
ス
マ
ホ
で
Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
！
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
　

25
日
　
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
　
〜
カ
モ
レ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
の
試
練
〜

５
月
　
１
日
　
２
０
２
０
年
度
　
加
茂
市
成
人
式

　
　
　
３
日
　
２
０
２
１
年
度
　
加
茂
市
成
人
式

　
　
　
８
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
開
始
（
〜
11
月
28
日
）

６
月
　
１
日
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
拠
点
回
収
ス
タ
ー
ト

　
　
　
６
日
　
加
茂
川
一
斉
清
掃

　
　
　
７
日
　
親
子
運
動
教
室

　
　

13
日
　
加
茂
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　

27
日
　
こ
ど
も
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
（
文
化
会
館
事
業
）

　
　
　
　
　
　
自
主
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムin

加
茂
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N E W S  T O P I C S
映写会「懐かしの加茂」（11/24）
　民俗資料館は、図書館の視聴覚室で映写会プ
ログラム「懐かしの加茂」を行いました。
　昭和44年8月水害を記録したモノクロ8ミリ
フィルムの映写会、民俗資料館の阿部光雄さん
による市内在住の本間正さんが描いた昭和の加
茂の風景絵画の解説など、参加者にとって昭和
の加茂をあらためて知る貴重なひとときとなり
ました。
　また、会場には映写会のテーマに合わせ、民
俗資料館や図書館所蔵の資料などの展示もあり
ました。

冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭（12/４）
　12月４日（土）午前10時ころから始まった祈願祭
には、加茂市長をはじめ冬鳥越スキーガーデン関係者
や加茂スキークラブ員など、26人が集まり、今シー
ズンのスキーの安全を祈願し、玉串奉奠などの神事を
行い、およそ30分で終了しました。
　市長は「いつでもスキー場として利用してもらえる準備ができた、昨シー
ズンは65日間スキー場を利用でき、賑わいました。今年も感染症対策や、
けが、事故のないように努めていきたい」と挨拶しました。
　加茂スキークラブの茂野会長は「冬鳥越スキー場は昭和７年12月10日に
開設し、その２年後に加茂スキークラブができました。クラブは今年の下
越スキー選手権大会の団体総合で30連覇を達成しました」と話し、「市内
外からの利用者や、七谷小学校スキー授業で使われる冬鳥越スキーガーデ
ンの管理運営をしっかり行っていきたい」と語っていました。

【有料広告】

年
末
年
始
の
施
設
休
館
日
、
休
日
当
番
医

　
市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
火
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
水
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
水
）、
30
日
（
木
）
は

市
役
所
市
民
課
、
税
務
課
、
会
計
課
で

各
種
証
明
書
発
行
や
印
鑑
登
録
事
務
な

ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
火
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等
　
ご
み
の
収
集
・
し
尿

汲
み
取
り
は
、
12
月
31
日
（
金
）
か
ら

１
月
３
日
（
月
）
ま
で
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま

す
。ご
み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

27
月
28
火
29
水
30
木
31
金
１
土
２
日
３
月
４
火

休

休

休

清掃センター

       　　　  　　月　日
施設名など

12月 １月

市役所、旅券（パスポート）、
マイナンバー事務業務、公民
館・市民体育館、勤労青少年
ホーム、産業センター、上条
乳幼児あそびの広場、須田憩
いと遊びの広場、病児保育園

休

休

市民課、税務課、会計課 休

休

休

勤労者体育センター、下条体
育センター、図書館、民俗資
料館、地域交流センター、七
谷・中央・上条・下条・北・
須田コミセン、かも川荘、ゆ
きつばき荘

文化会館、温水プール、すぱ
ーく加茂

出
は
、管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ
き
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

　
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
み
環
境
負

荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
役
所
で
古
紙

類
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
年
末
の
大
掃
除
で
出
る
古
紙
類
を
お

持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

　
地
区
等
で
の
廃
品
回
収
が
あ
る
場
合

は
、
そ
ち
ら
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
に
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
た
古
紙
類
回
収
で
は
16

ｔ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

期
　間

12
月
22
日（
水
）〜
30
日（
木
）

時
　間
　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
（
安

全
管
理
上
、時
間
外
は
持
ち
込
み
不
可
）

場
　所
　
市
役
所
休
日
・
夜
間
通
用
口

側
駐
車
場

回
収
物
　
新
聞
、
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段

ボ
ー
ル

※

西
國
商
店
で
は
古
紙
類
通
年
回
収

　
西
國
商
店
（
千
刈
２
、☎
52

－

０
３

４
２
）
で
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
店
頭
に

設
置
し
通
年
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
通
年
回
収

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、キ
ャ
ッ
プ
、紙
パ
ッ

ク
の
回
収
は
市
役
所
正
面
玄
関
前
自
転

車
置
場
や
、
七
谷
・
須
田
・
上
条
コ
ミ

セ
ン
に
あ
り
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

月日 休日当番医 ☎
12／19（日）星野内科医院 ４１－４１４１

26（日）小池内科消化器科クリニック ５３－３３５５
31（金）中村医院 ５２－００９５

１／１（土・祝）鷲塚内科医院 ５２－２０５４
２（日）田上診療所 ５７－５０１５
３（月）さくらクリニック ５２－９５１１
９（日）吉田内科医院 ５７－７５１１

10（月・祝）わたなべ医院 ５３－３８５０
16（日）にのみや内科クリニック ５７－０７７０
23（日）中村医院 ５２－００９５

年末年始　休日当番医
市
役
所
で
古
紙
類
回
収

　
　
　
　

22
〜
30
日

BBC
※年末年始の営業時間は、12月31日
が午後３時～深夜１時、１月１日～
４日は午前11時～午後３時です

加茂七谷温泉 美人の湯
※１月１日の営業時間は午前11時～午
後７時（最終入館は午後６時）です

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
利
用

期
限
は
12
月
31
日（
金
）ま
で

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
購
入
さ
れ
た

方
は
使
い
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
商
工
会
議
所
　（
☎

52

－

１
７
４
０
）
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N E W S  T O P I C S
避難所運営ワークショップ（11/17）
　避難所開設を伴うような気象状況が前よりも頻繁
に発生するようになってきました。加茂市では市役
所職員の避難所運営スキルの向上のため、講師に公
益社団法人中越防災安全推進機構の河内毅さんをお
招きして避難所運営ワークショップを開催し、市職
員など４１名が参加しました。
　前半は河内さんの講演を通して、実際の避難所運
営でのポイントや心構えを学び、後半は避難所運営
で考えられる設問（２択式）を１０問、グループで討
議して、その結果を全体に発表し、それに河内さん
が解説して参加者全体で共有しました。

市長も参戦！ゲートボール大会（11/23）
　近隣市町村のチームも参加して、第24回加
茂市長杯愛好者親善ゲートボール大会が開かれ
ました。
　新潟県のゲートボール競技者数は全国トップ
ということもあってか、この日は荒天にも関わ
らず10チーム55名が参加しました。また、藤
田市長も「チーム藤田」の参加者として楽しみ
ました。
　ルールが奥深く、頭脳プレーとも言われる
ゲートボール。参加者の皆さんは元気いっぱい
にはつらつとプレーしていました。

【有料広告】

令
和
３
年
加
茂
市
の
で
き
ご
と

７
月
　
５
日
　
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
と
の
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

　
　

13
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
女
子
体
操
選
手
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ（
〜
18
日
）

　
　

16
日
　
加
茂
地
区
新
規
高
卒
求
人
説
明
会

　
　

17
日
　
や
さ
し
い
日
本
語
を
学
ぼ
う
！
（
国
際
交
流
協
会
事
業
）

　
　

25
日
　
第
44
回
加
茂
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

８
月
　
２
日
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈
式

　
　
　
５
日
　
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会

　
　
　
７
日
　
モ
ハ
１
写
真
撮
影
会

　
　
　
　
　
　
第
18
回
加
茂
市
長
杯
学
童
野
球
大
会

　
　

14
日
　
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
採
火
式

　
　

24
日
　
加
茂
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
式

９
月
　
３
日
　
市
内
公
共
施
設
臨
時
休
館
（
〜
16
日
）

　
　
　
５
日
　
あ
か
り
の
展
示
（
美
人
の
湯
）

　
　

10
日
　
加
茂
の
「
今
」
展

　
　

28
日
　
古
文
書
講
座
『
若
宮
神
社
の
築
造
問
題
』
（
民
俗
資
料
館
事
業
）

10
月
　
７
日
　
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
講
習
会

　
　

23
日
　
加
茂
西
小
学
校
閉
校
式

　
　

24
日
　
第
31
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　
　

29
日
　
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

　
　

30
日
　
第
53
回
市
展
・
諸
流
い
け
ば
な
展

　
　

31
日
　
第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
開
票

11
月
　
６
日
　
第
26
回
公
民
館
作
品
展
（
〜
８
日
）

　
　
　
９
日
　
加
茂
市×

第
一
生
命
終
活
応
援
セ
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ー

　
　

10
日
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
　

20
日
　
歴
史
講
演
会『
蒲
原
鉄
道
の
77
年
〜
加
茂
線
を
中
心
に
』（
民
俗
資
料
館
事
業
）

27
・
28
日
　
市
長
と
の
座
談
会

12
月
　
２
日
　
県
道
長
岡
栃
尾
巻
線
　
新
町
区
間
交
互
通
行
開
始

　
３
・
４
日
　
大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド
ワ
ー
ク
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ョ
ッ
プ
（
図
書
館
事
業
）

　
　

12
日
　
避
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２
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２
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N E W S  T O P I C S
映写会「懐かしの加茂」（11/24）
　民俗資料館は、図書館の視聴覚室で映写会プ
ログラム「懐かしの加茂」を行いました。
　昭和44年8月水害を記録したモノクロ8ミリ
フィルムの映写会、民俗資料館の阿部光雄さん
による市内在住の本間正さんが描いた昭和の加
茂の風景絵画の解説など、参加者にとって昭和
の加茂をあらためて知る貴重なひとときとなり
ました。
　また、会場には映写会のテーマに合わせ、民
俗資料館や図書館所蔵の資料などの展示もあり
ました。

冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭（12/４）
　12月４日（土）午前10時ころから始まった祈願祭
には、加茂市長をはじめ冬鳥越スキーガーデン関係者
や加茂スキークラブ員など、26人が集まり、今シー
ズンのスキーの安全を祈願し、玉串奉奠などの神事を
行い、およそ30分で終了しました。
　市長は「いつでもスキー場として利用してもらえる準備ができた、昨シー
ズンは65日間スキー場を利用でき、賑わいました。今年も感染症対策や、
けが、事故のないように努めていきたい」と挨拶しました。
　加茂スキークラブの茂野会長は「冬鳥越スキー場は昭和７年12月10日に
開設し、その２年後に加茂スキークラブができました。クラブは今年の下
越スキー選手権大会の団体総合で30連覇を達成しました」と話し、「市内
外からの利用者や、七谷小学校スキー授業で使われる冬鳥越スキーガーデ
ンの管理運営をしっかり行っていきたい」と語っていました。

【有料広告】

年
末
年
始
の
施
設
休
館
日
、
休
日
当
番
医

　
市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
火
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
水
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
水
）、
30
日
（
木
）
は

市
役
所
市
民
課
、
税
務
課
、
会
計
課
で

各
種
証
明
書
発
行
や
印
鑑
登
録
事
務
な

ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
火
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等
　
ご
み
の
収
集
・
し
尿

汲
み
取
り
は
、
12
月
31
日
（
金
）
か
ら

１
月
３
日
（
月
）
ま
で
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま

す
。ご
み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

27
月
28
火
29
水
30
木
31
金
１
土
２
日
３
月
４
火

休

休

休

清掃センター

       　　　  　　月　日
施設名など

12月 １月
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休

休
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谷・中央・上条・下条・北・
須田コミセン、かも川荘、ゆ
きつばき荘

文化会館、温水プール、すぱ
ーく加茂

出
は
、管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ
き
）

で
受
け
付
け
ま
す
。
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末
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休
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日
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お
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。
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田市長も「チーム藤田」の参加者として楽しみ
ました。
　ルールが奥深く、頭脳プレーとも言われる
ゲートボール。参加者の皆さんは元気いっぱい
にはつらつとプレーしていました。

令
和
３
年
加
茂
市
の
で
き
ご
と

７
月
　
５
日
　
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
と
の
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

　
　

13
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
女
子
体
操
選
手
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ（
〜
18
日
）

　
　

16
日
　
加
茂
地
区
新
規
高
卒
求
人
説
明
会

　
　

17
日
　
や
さ
し
い
日
本
語
を
学
ぼ
う
！
（
国
際
交
流
協
会
事
業
）

　
　

25
日
　
第
44
回
加
茂
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

８
月
　
２
日
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈
式

　
　
　
５
日
　
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会

　
　
　
７
日
　
モ
ハ
１
写
真
撮
影
会

　
　
　
　
　
　
第
18
回
加
茂
市
長
杯
学
童
野
球
大
会

　
　

14
日
　
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
採
火
式

　
　

24
日
　
加
茂
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
式

９
月
　
３
日
　
市
内
公
共
施
設
臨
時
休
館
（
〜
16
日
）

　
　
　
５
日
　
あ
か
り
の
展
示
（
美
人
の
湯
）

　
　

10
日
　
加
茂
の
「
今
」
展

　
　

28
日
　
古
文
書
講
座
『
若
宮
神
社
の
築
造
問
題
』
（
民
俗
資
料
館
事
業
）

10
月
　
７
日
　
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
講
習
会

　
　

23
日
　
加
茂
西
小
学
校
閉
校
式

　
　

24
日
　
第
31
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　
　

29
日
　
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

　
　

30
日
　
第
53
回
市
展
・
諸
流
い
け
ば
な
展

　
　

31
日
　
第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
開
票

11
月
　
６
日
　
第
26
回
公
民
館
作
品
展
（
〜
８
日
）

　
　
　
９
日
　
加
茂
市×

第
一
生
命
終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　

10
日
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
　

20
日
　
歴
史
講
演
会『
蒲
原
鉄
道
の
77
年
〜
加
茂
線
を
中
心
に
』（
民
俗
資
料
館
事
業
）

27
・
28
日
　
市
長
と
の
座
談
会

12
月
　
２
日
　
県
道
長
岡
栃
尾
巻
線
　
新
町
区
間
交
互
通
行
開
始

　
３
・
４
日
　
大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
図
書
館
事
業
）

　
　

12
日
　
避
難
支
援
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１in

加
茂

７

８９
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新
春
美
術
展
・
い
け
ば
な
展

第35回新春美術展・いけばな展
　令和３年度県展、
芸展、市展入賞入選
者の作品と、いけば
なを展示します。
会　期 １月20日（木）
　　　 ～24日（月）
時　間　午前９時～午後５時
　　　　（最終日は午後３時まで）
会　場　小ホール、ロビー　入場料　無料

☎53－0842

日

時
　
１
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
か
ら

会

場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

出

演

▼
一
部
　
加
茂
邦
楽
こ
ど

も
教
室
、
三
条
東
高
校
琴
部
、
新
潟
箏

曲
理
音
会

▼
二
部
　
高
橋
理
香
（
箏
、
地
歌
三

絃
）、
中
村
仁
樹
（
尺
八
、
篠
笛
）

▼
三
部
　
高
橋
竹
山
（
津
軽
三
味
線
）

（
金
）、
２
月
７
日
（
月
）、
18
日

（
金
）の
午
前
10
時
〜
正
午（
計
４
回
）

※

１
回
だ
け
の
参
加
も
可

会

場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講

師
　
川
本
朝
子
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

定

員

15
人
　
受
講
料
　
無
料

持
ち
も
の
　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
で
き
る
も
の

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
の
影
響
で
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
１
月
11
日
（
火
）
ま
で
に

（
公
社
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
53

－

１
７
７
２
）
へ
。

　
加
茂
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
す
る
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
11
台
が
加
茂
高
校
に
集

合
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

加
茂
高
校
マ
ル
シ
ェ

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

　
　
　
　
大
集
合

　
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
体
を

動
か
し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日

１
月
19
日
（
水
）、
28
日

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

チ
ケ
ッ
ト
　
前
売
り
一
般
　
２
千
500

円
、
学
生
・
高
校
生
　
千
500
円

※

全
席
自
由
、
当
日
は
各
500
円
増
し

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
所
　
コ
イ
ケ
メ
ガ

ネ
（
☎
52

－

２
３
２
１
）
ほ
か

問
い
合
わ
せ
　
高
橋
さ
ん
（
☎
090

－

９

４
２
５

－

８
８
２
４
）

　
ラ
ン
チ
系
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
ス
イ
ー
ツ

ま
で
、
人
気
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
皆
様

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

12
月
24
日
（
金
）
午
後
２
時

〜
４
時

場

所
　
加
茂
高
等
学
校

問
い
合
わ
せ

加
茂
高
等
学
校
（
☎

52

－

２
０
３
０
）

　映画を通して性だけでなく、国籍・人種・
職種・世代間で異なる価値観等、本当の意味
での「多様性」を考えます。
　上映後には監督も交えたトークセッション
を開催します（入場料無料）。
日　時　１月 22日（土）午後４時～７時 30分
会　場　三条市体育文化会館（三条市荒町２）
講　師　杉岡太樹さん（映画監督）　
定　員　上映会 150 人
　　　　ワークショップ 40 人
申し込み 1 月 19 日（水）までに
二次元コードからお申し込くださ
い。
問い合わせ　燕三条フィルムコミッション大
橋さん（☎080－1045－2590）

「息子のままで、女子になる」
　　　上映会とトークセッション

加茂新春
　　コンサート
～寿ぎの音～

申し込み

【有料広告】

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
道
路
交

通
確
保
の
た
め
第

１
種
、
第
２
種
、

そ
の
他
に
区
分

し
、
順
次
除
雪
を

行
う
体
制
を
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
除

雪
を
行
う
た
め
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
般
各
世
帯
に
配
付
し
た
「
令
和
３

年
度
除
雪
計
画
路
線
図

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）」
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

雪
へ
の
対
策

　
　
　除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
狭
く
な
っ
た
雪
道
に
車
を
放
置
す
る

と
通
行
を
妨
げ
、
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

　
除
雪
が
済
ん
だ
道
路
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

■
除
雪
車
両
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

期

間
　
１
月
１
日
（
土
・
祝
）
〜
２

月
28
日
（
月
）

路
線
名
／
区
間

❶
市
道
加
茂
川
右
岸

線
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
小
学
校
側
）

大
橋
右
岸
〜
下
川
原
橋
右
岸

１
・
２
月
の
臨
時
交
通
規
制

　
　
　
　
　
終
日
駐
車
禁
止

　
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、
早
朝

に
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
戸
の
出
入
り
口
は
自
分
で

　
除
雪
作
業
で
家
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
を
し
な
が
ら
直
し
て
い
る
と
作

業
が
進
み
ま
せ
ん
。
各
戸
で
手
直
し
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
停
止
時
間

　
２
時
間
の
運
転
休
止
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
休
止
後
、
多
少
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
休
止
時
間
帯
は
午
後
２
時
〜
３
時
と

午
後
４
時
〜
５
時
で
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
を
操
作
し
な
い
で

　
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
る
水
の
調
整

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
市

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
前
だ
け
水
の
出
が
よ
く
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
、
他
の
場
所

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
維
持
係
（
☎
内

線
211
）

　
雪
下
ろ
し
や
除
雪
は
次
の
点
に
注
意

し
安
全
に
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
雪
下
ろ
し
で
は
転
落
や
作
業
中
の
疲

労
な
ど
に
よ
る
事
故
に
注
意
す
る
。

❷
屋
根
雪
落
下
に
よ
る
事
故
に
気
を
つ

け
る
。

　
軒
下
で
の
作
業
は
特
に
注
意
し
、
屋

根
に
は
雪
崩
止
め
を
付
け
る
。

❸
家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
、
雪
消

池
へ
の
転
落
な
ど
に
十
分
注
意
す
る
。

❹
家
庭
用
小
型
除
雪
機
械
は
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
み
、
事
故
や
、
け
が
な

ど
に
気
を
つ
け
る
。

❺
雪
下
ろ
し
な
ど
で
家
屋
の
周
辺
に
雪

壁
が
で
き
、
火
災
の
と
き
に
避
難
が
で

き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に
非
常

口
を
確
保
し
て
お
く
。

❻
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
屋
外
ボ
ン
ベ
の
安

全
管
理
を
徹
底
し
、
除
雪
の
際
に
は
ガ

ス
管
の
接
続
部
を
損
傷
し
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
す
る
。

❼
灯
油
の
使
用
が
大
幅
に
増
え
る
た

め
、
灯
油
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
管
理
と

石
油
器
具
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

除雪作業は
　　安全第一で

❷
市
道
若
宮
町
駅
前
線
ほ
か
（
加
茂
川

左
岸
線
）
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
山

側
）
西
宮
橋
左
岸
〜
昭
和
橋
左
岸

道路交通の
確保に
　　 ご協力を

ホームページ

広報かも　No.786　3．12．15　　 87　　 広報かも　No.786　3．12．15

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
映写会「懐かしの加茂」（11/24）
　民俗資料館は、図書館の視聴覚室で映写会プ
ログラム「懐かしの加茂」を行いました。
　昭和44年8月水害を記録したモノクロ8ミリ
フィルムの映写会、民俗資料館の阿部光雄さん
による市内在住の本間正さんが描いた昭和の加
茂の風景絵画の解説など、参加者にとって昭和
の加茂をあらためて知る貴重なひとときとなり
ました。
　また、会場には映写会のテーマに合わせ、民
俗資料館や図書館所蔵の資料などの展示もあり
ました。

冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭（12/４）
　12月４日（土）午前10時ころから始まった祈願祭
には、加茂市長をはじめ冬鳥越スキーガーデン関係者
や加茂スキークラブ員など、26人が集まり、今シー
ズンのスキーの安全を祈願し、玉串奉奠などの神事を
行い、およそ30分で終了しました。
　市長は「いつでもスキー場として利用してもらえる準備ができた、昨シー
ズンは65日間スキー場を利用でき、賑わいました。今年も感染症対策や、
けが、事故のないように努めていきたい」と挨拶しました。
　加茂スキークラブの茂野会長は「冬鳥越スキー場は昭和７年12月10日に
開設し、その２年後に加茂スキークラブができました。クラブは今年の下
越スキー選手権大会の団体総合で30連覇を達成しました」と話し、「市内
外からの利用者や、七谷小学校スキー授業で使われる冬鳥越スキーガーデ
ンの管理運営をしっかり行っていきたい」と語っていました。

【有料広告】

年
末
年
始
の
施
設
休
館
日
、
休
日
当
番
医

　
市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
火
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
水
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
水
）、
30
日
（
木
）
は

市
役
所
市
民
課
、
税
務
課
、
会
計
課
で

各
種
証
明
書
発
行
や
印
鑑
登
録
事
務
な

ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
火
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等
　
ご
み
の
収
集
・
し
尿

汲
み
取
り
は
、
12
月
31
日
（
金
）
か
ら

１
月
３
日
（
月
）
ま
で
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま

す
。ご
み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

27
月
28
火
29
水
30
木
31
金
１
土
２
日
３
月
４
火

休

休

休

清掃センター

       　　　  　　月　日
施設名など

12月 １月

市役所、旅券（パスポート）、
マイナンバー事務業務、公民
館・市民体育館、勤労青少年
ホーム、産業センター、上条
乳幼児あそびの広場、須田憩
いと遊びの広場、病児保育園

休

休

市民課、税務課、会計課 休

休

休

勤労者体育センター、下条体
育センター、図書館、民俗資
料館、地域交流センター、七
谷・中央・上条・下条・北・
須田コミセン、かも川荘、ゆ
きつばき荘

文化会館、温水プール、すぱ
ーく加茂

出
は
、管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ
き
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

　
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
み
環
境
負

荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
役
所
で
古
紙

類
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
年
末
の
大
掃
除
で
出
る
古
紙
類
を
お

持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

　
地
区
等
で
の
廃
品
回
収
が
あ
る
場
合

は
、
そ
ち
ら
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
に
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
た
古
紙
類
回
収
で
は
16

ｔ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

期

間

12
月
22
日（
水
）〜
30
日（
木
）

時

間
　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
（
安

全
管
理
上
、時
間
外
は
持
ち
込
み
不
可
）

場

所
　
市
役
所
休
日
・
夜
間
通
用
口

側
駐
車
場

回
収
物
　
新
聞
、
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段

ボ
ー
ル

※

西
國
商
店
で
は
古
紙
類
通
年
回
収

　
西
國
商
店
（
千
刈
２
、☎
52

－

０
３

４
２
）
で
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
店
頭
に

設
置
し
通
年
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
通
年
回
収

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、キ
ャ
ッ
プ
、紙
パ
ッ

ク
の
回
収
は
市
役
所
正
面
玄
関
前
自
転

車
置
場
や
、
七
谷
・
須
田
・
上
条
コ
ミ

セ
ン
に
あ
り
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

月日 休日当番医 ☎
12／19（日）星野内科医院 ４１－４１４１

26（日）小池内科消化器科クリニック ５３－３３５５
31（金）中村医院 ５２－００９５

１／１（土・祝）鷲塚内科医院 ５２－２０５４
２（日）田上診療所 ５７－５０１５
３（月）さくらクリニック ５２－９５１１
９（日）吉田内科医院 ５７－７５１１

10（月・祝）わたなべ医院 ５３－３８５０
16（日）にのみや内科クリニック ５７－０７７０
23（日）中村医院 ５２－００９５

年末年始　休日当番医
市
役
所
で
古
紙
類
回
収

　
　
　
　

22
〜
30
日

BBC
※年末年始の営業時間は、12月31日
が午後３時～深夜１時、１月１日～
４日は午前11時～午後３時です

加茂七谷温泉 美人の湯
※１月１日の営業時間は午前11時～午
後７時（最終入館は午後６時）です

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
利
用

期
限
は
12
月
31
日（
金
）ま
で

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
購
入
さ
れ
た

方
は
使
い
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
商
工
会
議
所
　（
☎

52

－

１
７
４
０
）
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新
春
美
術
展
・
い
け
ば
な
展

第35回新春美術展・いけばな展
　令和３年度県展、
芸展、市展入賞入選
者の作品と、いけば
なを展示します。
会　期 １月20日（木）
　　　 ～24日（月）
時　間　午前９時～午後５時
　　　　（最終日は午後３時まで）
会　場　小ホール、ロビー　入場料　無料

☎53－0842

日

時
　
１
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
か
ら

会

場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

出

演

▼
一
部
　
加
茂
邦
楽
こ
ど

も
教
室
、
三
条
東
高
校
琴
部
、
新
潟
箏

曲
理
音
会

▼
二
部
　
高
橋
理
香
（
箏
、
地
歌
三

絃
）、
中
村
仁
樹
（
尺
八
、
篠
笛
）

▼
三
部
　
高
橋
竹
山
（
津
軽
三
味
線
）

（
金
）、
２
月
７
日
（
月
）、
18
日

（
金
）の
午
前
10
時
〜
正
午（
計
４
回
）

※

１
回
だ
け
の
参
加
も
可

会

場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講

師
　
川
本
朝
子
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

定

員

15
人
　
受
講
料
　
無
料

持
ち
も
の
　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
で
き
る
も
の

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
の
影
響
で
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
１
月
11
日
（
火
）
ま
で
に

（
公
社
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
53

－

１
７
７
２
）
へ
。

　
加
茂
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
す
る
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
11
台
が
加
茂
高
校
に
集

合
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

加
茂
高
校
マ
ル
シ
ェ

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

　
　
　
　
大
集
合

　
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
体
を

動
か
し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日

１
月
19
日
（
水
）、
28
日

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

チ
ケ
ッ
ト
　
前
売
り
一
般
　
２
千
500

円
、
学
生
・
高
校
生
　
千
500
円

※

全
席
自
由
、
当
日
は
各
500
円
増
し

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
所
　
コ
イ
ケ
メ
ガ

ネ
（
☎
52

－

２
３
２
１
）
ほ
か

問
い
合
わ
せ
　
高
橋
さ
ん
（
☎
090

－

９

４
２
５

－

８
８
２
４
）

　
ラ
ン
チ
系
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
ス
イ
ー
ツ

ま
で
、
人
気
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
皆
様

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

12
月
24
日
（
金
）
午
後
２
時

〜
４
時

場

所
　
加
茂
高
等
学
校

問
い
合
わ
せ

加
茂
高
等
学
校
（
☎

52
－

２
０
３
０
）

　映画を通して性だけでなく、国籍・人種・
職種・世代間で異なる価値観等、本当の意味
での「多様性」を考えます。
　上映後には監督も交えたトークセッション
を開催します（入場料無料）。
日　時　１月 22日（土）午後４時～７時 30分
会　場　三条市体育文化会館（三条市荒町２）
講　師　杉岡太樹さん（映画監督）　
定　員　上映会 150 人
　　　　ワークショップ 40 人
申し込み 1 月 19 日（水）までに
二次元コードからお申し込くださ
い。
問い合わせ　燕三条フィルムコミッション大
橋さん（☎080－1045－2590）

「息子のままで、女子になる」
　　　上映会とトークセッション

加茂新春
　　コンサート
～寿ぎの音～

申し込み

【有料広告】

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
道
路
交

通
確
保
の
た
め
第

１
種
、
第
２
種
、

そ
の
他
に
区
分

し
、
順
次
除
雪
を

行
う
体
制
を
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
除

雪
を
行
う
た
め
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
般
各
世
帯
に
配
付
し
た
「
令
和
３

年
度
除
雪
計
画
路
線
図

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）」
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

雪
へ
の
対
策

　
　
　除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
狭
く
な
っ
た
雪
道
に
車
を
放
置
す
る

と
通
行
を
妨
げ
、
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

　
除
雪
が
済
ん
だ
道
路
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

■
除
雪
車
両
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

期

間
　
１
月
１
日
（
土
・
祝
）
〜
２

月
28
日
（
月
）

路
線
名
／
区
間

❶
市
道
加
茂
川
右
岸

線
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
小
学
校
側
）

大
橋
右
岸
〜
下
川
原
橋
右
岸

１
・
２
月
の
臨
時
交
通
規
制

　
　
　
　
　
終
日
駐
車
禁
止

　
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、
早
朝

に
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
戸
の
出
入
り
口
は
自
分
で

　
除
雪
作
業
で
家
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
を
し
な
が
ら
直
し
て
い
る
と
作

業
が
進
み
ま
せ
ん
。
各
戸
で
手
直
し
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
停
止
時
間

　
２
時
間
の
運
転
休
止
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
休
止
後
、
多
少
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
休
止
時
間
帯
は
午
後
２
時
〜
３
時
と

午
後
４
時
〜
５
時
で
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
を
操
作
し
な
い
で

　
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
る
水
の
調
整

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
市

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
前
だ
け
水
の
出
が
よ
く
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
、
他
の
場
所

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
維
持
係
（
☎
内

線
211
）

　
雪
下
ろ
し
や
除
雪
は
次
の
点
に
注
意

し
安
全
に
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
雪
下
ろ
し
で
は
転
落
や
作
業
中
の
疲

労
な
ど
に
よ
る
事
故
に
注
意
す
る
。

❷
屋
根
雪
落
下
に
よ
る
事
故
に
気
を
つ

け
る
。

　
軒
下
で
の
作
業
は
特
に
注
意
し
、
屋

根
に
は
雪
崩
止
め
を
付
け
る
。

❸
家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
、
雪
消

池
へ
の
転
落
な
ど
に
十
分
注
意
す
る
。

❹
家
庭
用
小
型
除
雪
機
械
は
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
み
、
事
故
や
、
け
が
な

ど
に
気
を
つ
け
る
。

❺
雪
下
ろ
し
な
ど
で
家
屋
の
周
辺
に
雪

壁
が
で
き
、
火
災
の
と
き
に
避
難
が
で

き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に
非
常

口
を
確
保
し
て
お
く
。

❻
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
屋
外
ボ
ン
ベ
の
安

全
管
理
を
徹
底
し
、
除
雪
の
際
に
は
ガ

ス
管
の
接
続
部
を
損
傷
し
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
す
る
。

❼
灯
油
の
使
用
が
大
幅
に
増
え
る
た

め
、
灯
油
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
管
理
と

石
油
器
具
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

除雪作業は
　　安全第一で

❷
市
道
若
宮
町
駅
前
線
ほ
か
（
加
茂
川

左
岸
線
）
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
山

側
）
西
宮
橋
左
岸
〜
昭
和
橋
左
岸

道路交通の
確保に
　　 ご協力を
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
映写会「懐かしの加茂」（11/24）
　民俗資料館は、図書館の視聴覚室で映写会プ
ログラム「懐かしの加茂」を行いました。
　昭和44年8月水害を記録したモノクロ8ミリ
フィルムの映写会、民俗資料館の阿部光雄さん
による市内在住の本間正さんが描いた昭和の加
茂の風景絵画の解説など、参加者にとって昭和
の加茂をあらためて知る貴重なひとときとなり
ました。
　また、会場には映写会のテーマに合わせ、民
俗資料館や図書館所蔵の資料などの展示もあり
ました。

冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭（12/４）
　12月４日（土）午前10時ころから始まった祈願祭
には、加茂市長をはじめ冬鳥越スキーガーデン関係者
や加茂スキークラブ員など、26人が集まり、今シー
ズンのスキーの安全を祈願し、玉串奉奠などの神事を
行い、およそ30分で終了しました。
　市長は「いつでもスキー場として利用してもらえる準備ができた、昨シー
ズンは65日間スキー場を利用でき、賑わいました。今年も感染症対策や、
けが、事故のないように努めていきたい」と挨拶しました。
　加茂スキークラブの茂野会長は「冬鳥越スキー場は昭和７年12月10日に
開設し、その２年後に加茂スキークラブができました。クラブは今年の下
越スキー選手権大会の団体総合で30連覇を達成しました」と話し、「市内
外からの利用者や、七谷小学校スキー授業で使われる冬鳥越スキーガーデ
ンの管理運営をしっかり行っていきたい」と語っていました。

【有料広告】

年
末
年
始
の
施
設
休
館
日
、
休
日
当
番
医

　
市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
火
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
水
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
水
）、
30
日
（
木
）
は

市
役
所
市
民
課
、
税
務
課
、
会
計
課
で

各
種
証
明
書
発
行
や
印
鑑
登
録
事
務
な

ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
火
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等
　
ご
み
の
収
集
・
し
尿

汲
み
取
り
は
、
12
月
31
日
（
金
）
か
ら

１
月
３
日
（
月
）
ま
で
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま

す
。ご
み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

27
月
28
火
29
水
30
木
31
金
１
土
２
日
３
月
４
火

休

休

休

清掃センター

       　　　  　　月　日
施設名など

12月 １月

市役所、旅券（パスポート）、
マイナンバー事務業務、公民
館・市民体育館、勤労青少年
ホーム、産業センター、上条
乳幼児あそびの広場、須田憩
いと遊びの広場、病児保育園

休

休

市民課、税務課、会計課 休

休

休

勤労者体育センター、下条体
育センター、図書館、民俗資
料館、地域交流センター、七
谷・中央・上条・下条・北・
須田コミセン、かも川荘、ゆ
きつばき荘

文化会館、温水プール、すぱ
ーく加茂

出
は
、管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ
き
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と

　
　
　
　
　
　
　
　各
施
設
休
館
日

　
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
み
環
境
負

荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
役
所
で
古
紙

類
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
年
末
の
大
掃
除
で
出
る
古
紙
類
を
お

持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

　
地
区
等
で
の
廃
品
回
収
が
あ
る
場
合

は
、
そ
ち
ら
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
に
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
た
古
紙
類
回
収
で
は
16

ｔ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

期

間

12
月
22
日（
水
）〜
30
日（
木
）

時

間
　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
（
安

全
管
理
上
、時
間
外
は
持
ち
込
み
不
可
）

場

所
　
市
役
所
休
日
・
夜
間
通
用
口

側
駐
車
場

回
収
物
　
新
聞
、
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段

ボ
ー
ル

※

西
國
商
店
で
は
古
紙
類
通
年
回
収

　
西
國
商
店
（
千
刈
２
、☎
52

－

０
３

４
２
）
で
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
店
頭
に

設
置
し
通
年
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
通
年
回
収

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、キ
ャ
ッ
プ
、紙
パ
ッ

ク
の
回
収
は
市
役
所
正
面
玄
関
前
自
転

車
置
場
や
、
七
谷
・
須
田
・
上
条
コ
ミ

セ
ン
に
あ
り
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

月日 休日当番医 ☎
12／19（日）星野内科医院 ４１－４１４１

26（日）小池内科消化器科クリニック ５３－３３５５
31（金）中村医院 ５２－００９５

１／１（土・祝）鷲塚内科医院 ５２－２０５４
２（日）田上診療所 ５７－５０１５
３（月）さくらクリニック ５２－９５１１
９（日）吉田内科医院 ５７－７５１１

10（月・祝）わたなべ医院 ５３－３８５０
16（日）にのみや内科クリニック ５７－０７７０
23（日）中村医院 ５２－００９５

年末年始　休日当番医
市
役
所
で
古
紙
類
回
収

　
　
　
　

22
〜
30
日

BBC
※年末年始の営業時間は、12月31日
が午後３時～深夜１時、１月１日～
４日は午前11時～午後３時です

加茂七谷温泉 美人の湯
※１月１日の営業時間は午前11時～午
後７時（最終入館は午後６時）です

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
利
用

期
限
は
12
月
31
日（
金
）ま
で

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
購
入
さ
れ
た

方
は
使
い
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
商
工
会
議
所
　（
☎

52

－
１
７
４
０
）
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下
水
道
使
用
料
の
お
願
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
自
力
で
除

雪
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
み

の
お
宅
へ
、
平
日
に
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
募
集
し
た
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
日
程
調
整
し
、
派
遣
を
行
う

た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。
な
お
、
除
雪
箇
所
は
玄
関
先
か

ら
生
活
道
路
ま
で
の
生
活
に
必
要
な
最

低
限
の
除
雪
で
す
。
屋
根
の
雪
下
ろ
し

は
行
い
ま
せ
ん
。
除
雪
に
困
っ
た
ら
、

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

期
間

１
月
４
日
（
火
）
〜
２
月
24

日
（
木
）※

原
則
、実
施
日
は
平
日
の
み
。

■
雪
か
き
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

自
力
で
除
雪
困
難
な
お
宅
へ

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

活
動
期
間

１
月
５
日
（
水
）
〜
２
月

28
日
（
月
）

※

原
則
、
実
施
日
は
平
日
の
み
。

そ
の
他
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
は

協
議
会
で
加
入

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６
７
）

　
県
内
37
地
点
の
気
象
情

報
、
気
象
庁
発
表
の
特
別

警
報
・
警
報
・
注
意
報
等

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
１
日
２
回
更
新
（
午
前
10
時
、
午

後
４
時
）
し
ま
す
。

運
用
期
間
　
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
知
事
政
策
局
地

域
政
策
課
（
☎
025

－

280

－

５
０
８
８
）

新
潟
県
の
雪
情
報

　水洗化（排水設備）工事を行うには事前
に市への確認申請が必要です。
　しかし、市内一部の下水道未接続家屋に
接続のお願いを兼ねて現地調査を実施した
結果、特定の工事店が申請をせずに、すで

に工事を済ませて下水道に接続をしていた事例が複数発見されました。
　確認のない工事は条例違反であり、罰則や工事のやり直し、下水道使
用料を遡って請求することもあります。
　また、申請をしたが、何らかの理由で請求されていないことも考えら
れますので、すでに下水道を使用していながら下水道使用料の請求がな
い場合は、上下水道課業務係（☎内線232）まで早急にご連絡ください。
　なお、今後も継続して現地調査を行い、請求漏れの発見に努めます。
　下水道使用料の適正な徴収を行っていくため、職員が訪問した際はご
協力をお願いします。
■「水道料金・下水道使用料等のお知らせ」で確認を
　下水道に接続していながら、水道メーターの検針時に配付する「水道
料金・下水道使用料等のお知らせ（右図）」に下水道使用料の金額等の
記載がないとシステムに登録がなく請求漏れになっています。

　
令
和
４
年
加
茂
市
消
防
出
初
式
は
式

典
を
消
防
団
員
、
関
係
者
の
み
で
開
催

し
ま
す
。

　
新
型
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
消

防
パ
レ
ー
ド
、
放
水
訓
練
は
中
止
し
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

実
施
日
　
１
月
９
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
10

時
40
分

※

式
典
の
み

会

場
　
市
民
体
育
館

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

消
防
出
初
式
式
典
の
み
開
催

ホームページ

下水道使用料　適正な納入に向けてのお願い 

　下水道に接続している人は、
この欄に金額等の記載があるか
確認してください。
　「＊」（アスタリスク）表記
の人は請求漏れです。
（便所が浄化槽や汲み取りは対
象外）

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　
私
は
、
納
税
に
あ
ま
り
抵
抗
が
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
税
を
払
う
こ
と
も
、
日
常
の
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
税
金
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、「
租
税
教
室
」
で
、私
た
ち
の
生
活
を
支
え
、

よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ど
の

よ
う
な
場
面
で
ど
う
役
立
っ
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
い
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
度
の
国
の
税
金
の
使
い
道
で
、
一
番
多
か
っ
た
の
が
社
会
保
障
関
係
費

で
し
た
。
社
会
保
障
関
係
費
と
は
、
介
護
・
年
金
・
医
療
・
失
業
・
労
働
災
害
な
ど
を
対

象
と
し
た
公
的
な
補
助
を
す
る
お
金
で
す
。
現
在
、日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

若
い
世
代
へ
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
番
目
に
多
か
っ
た
の
が
、
国
債
費
で
し
た
。

国
債
費
と
は
、
国
の
借
金
を
返
す
お
金
で
す
。
三
番
目
が
地
方
交
付
税
交
付
金
等
で
し
た
。

地
方
交
付
税
交
付
金
と
は
、
地
方
自
治
体
の
収
入
の
格
差
を
少
な
く
す
る
た
め
に
交
付
さ

れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
自
治
体
財
源
の
不
足
分
に
応
じ
て
額
を
決
定
す
る
普
通
交
付
税

の
ほ
か
に
も
、
自
然
災
害
時
な
ど
で
交
付
す
る
特
別
交
付
税
も
あ
り
ま
す
。
四
番
目
は
公

共
事
業
関
係
費
で
し
た
。
公
共
事
業
関
係
費
は
、
道
路
や
港
湾
・
住
宅
や
下
水
道
・
公
園
・

河
川
の
堤
防
や
ダ
ム
な
ど
社
会
経
済
活
動
や
国
民
生
活
・
国
土
保
全
の
基
盤
と
な
る
施
設

の
整
備
に
使
わ
れ
て
い
る
お
金
で
す
。
五
番
目
は
、
文
教
及
び
科
学
振
興
費
で
し
た
。
文

教
及
び
科
学
振
興
費
と
は
、
教
育
や
科
学
技
術
の
発
展
の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

こ
れ
ら
五
つ
の
他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
調
べ
て
み
て
、
身
近
な
も
の
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
か

か
せ
な
い
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
も
し
、
税
金
が
な
く
な
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
社
会
保
障
関
係
費
が
な
か
っ
た
ら
、
病
気
に
な
っ
た
り
失
業
し
た
時
に
、

治
療
し
て
く
れ
た
り
助
け
て
く
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
生
活
に
困
る
人
が
た

く
さ
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
、
お
金
が
あ
り
健
康
な
人
は
、
自
分
の
た
め
に
お
金

を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
格
差
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
格
差
が
広
が
る
こ

と
で
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
負
の
感
情
が
生
ま
れ
ま
す
。
同
じ
人
間
な
の
に
環
境
に
よ
っ

て
不
平
等
な
境
遇
に
お
か
れ
、
負
の
連
鎖
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状
況
が
で
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
世
の
中
で
は
、
人
々
は
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
部
の
人

だ
け
が
幸
せ
で
は
本
当
の
幸
せ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
等
し
く
幸
せ
を
分
け
合
う

た
め
に
、
税
金
が
あ
り
ま
す
。
税
金
を
し
っ
か
り
納
め
る
こ
と
、
大
切
に
使
う
こ
と
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

加
茂
市
立
若
宮
中
学
校
　
三
年
　
丸
山
　
碧
己

【
中
学
生
・
高
校
生
の
部
】

■
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

「
幸
せ
な
未
来
に
す
る
た
め
に
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
丸
山
　
碧
己

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
支
え
と
は
・
・
・
」　
　
　
　  

七
谷
中
学
校
三
年
　
平
田
　
愛
海

■
三
条
地
域
振
興
局
長
賞

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
茂
野
　
結
衣

■
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
相
続
税
を
考
え
る
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

葵
　
中
学
校
三
年
　
小
出
　
桜
愛

「
税
金
の
使
い
道
と
し
く
み
を
知
っ
て
」　
　
　
　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
三
年
　
田
村
　
洋
翔

「
税
金
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

須
田
中
学
校
三
年
　
知
野
　
祐
希

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
金
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
。」　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
山
﨑
　
茉
由

「
私
た
ち
一
人
一
人
が
主
人
公
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

葵
　
中
学
校
三
年
　
吉
田
　
和
馬

「
未
来
を
支
え
る
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
二
年
　
玉
木
　
心
音

「
税
に
感
謝
を
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

七
谷
中
学
校
三
年
　
笠
原
　
向
陽

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
税
金
が
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
こ
と
」　
　
　
　
　
加
茂
農
林
高
等
学
校
三
年
　
丸
山
　
　
舞

「
私
た
ち
が
救
う
番
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
金
子
　
舞
桜

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
幸
せ
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
農
林
高
等
学
校
三
年
　
北
澤
　
美
夏

「
優
し
さ
に
溢
れ
た
世
界
」　
　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
暁
星
高
等
学
校
一
年
　
大
森
　
美
咲

【
中
学
生
標
語
の
部
】

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
学
び
皆
の
生
活
支
え
あ
う
知
識
を
も
っ
て
納
税
を
」
加
茂
中
学
校
一
年
　
米
山
　
優
斗

「
助
け
合
い
　
未
来
へ
繋
ご
う
　
税
金
で
」　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
二
年
　
藤
田
　
有
紀

「
納
税
で
　
つ
く
れ
る
未
来
　
夢
限
大
」　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
阿
部
　
匠
吾

「
税
金
を
　
納
め
て
キ
ラ
キ
ラ
　
輝
く
未
来
」　
　
　
　
　
葵
　
中
学
校
一
年
　
荒
牧
　
景
都

「
未
来
の
た
め
に
　
し
っ
か
り
学
ぼ
う
　
税
の
こ
と
」　
　
葵
　
中
学
校
二
年
　
金
田
恵
莉
奈

「
税
を
知
り
　
よ
り
よ
い
未
来
へ
　
第
一
歩
」　
　
　
　
　
葵
　
中
学
校
三
年
　
石
附
　
優
衣

「
税
金
と
　
共
に
作
ろ
う
　
未
来
の
輪
」　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
一
年
　
斉
藤
　
優
莉

「
税
金
で
日
本
の
未
来
つ
く
っ
て
い
く
」　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
二
年
　
志
田
梨
緒
奈

「
税
金
で
　
町
の
安
全
　
皆
笑
顔
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
青
木
　
七
楓

「
税
金
を
　
は
ら
っ
て
開
こ
う
　
未
来
の
と
び
ら
」　
　
　
七
谷
中
学
校
二
年
　
佐
野
　
百
花

「
税
負
担
　
み
ん
な
で
支
え
る
　
高
齢
化
」　
　
　
　
　
　
須
田
中
学
校
一
年
　
塩
原
　
佳
純

「
知
っ
て
お
こ
う
　
暮
ら
し
を
支
え
る
　
税
の
こ
と
」　
　
須
田
中
学
校
二
年
　
渡
邉
　
瑠
那

「
税
金
が
　
普
段
の
暮
ら
し
　
支
え
て
る
」　
　
　
　
　
　
須
田
中
学
校
三
年
　
小
林
　
琉
星

新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

幸
せ
な
未
来
に
す
る
た
め
に

　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため、作文と標語を募集したところ、作文に中学生から
166点、高校生から144点、合わせて310点の応募をいただき、また、標語に中学生から470点の応募をいただきました。
その中から、作文14点、標語13点に次の各賞が贈られました（敬称略）。
　受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問 税務課　☎内線121
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新
春
美
術
展
・
い
け
ば
な
展

第35回新春美術展・いけばな展
　令和３年度県展、
芸展、市展入賞入選
者の作品と、いけば
なを展示します。
会　期 １月20日（木）
　　　 ～24日（月）
時　間　午前９時～午後５時
　　　　（最終日は午後３時まで）
会　場　小ホール、ロビー　入場料　無料

☎53－0842

日

時
　
１
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
か
ら

会

場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

出

演

▼
一
部
　
加
茂
邦
楽
こ
ど

も
教
室
、
三
条
東
高
校
琴
部
、
新
潟
箏

曲
理
音
会

▼
二
部
　
高
橋
理
香
（
箏
、
地
歌
三

絃
）、
中
村
仁
樹
（
尺
八
、
篠
笛
）

▼
三
部
　
高
橋
竹
山
（
津
軽
三
味
線
）

（
金
）、
２
月
７
日
（
月
）、
18
日

（
金
）の
午
前
10
時
〜
正
午（
計
４
回
）

※

１
回
だ
け
の
参
加
も
可

会

場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講

師
　
川
本
朝
子
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

定

員

15
人
　
受
講
料
　
無
料

持
ち
も
の
　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
で
き
る
も
の

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
の
影
響
で
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
１
月
11
日
（
火
）
ま
で
に

（
公
社
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
53

－

１
７
７
２
）
へ
。

　
加
茂
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
す
る
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
11
台
が
加
茂
高
校
に
集

合
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

加
茂
高
校
マ
ル
シ
ェ

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

　
　
　
　
大
集
合

　
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
体
を

動
か
し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日

１
月
19
日
（
水
）、
28
日

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

チ
ケ
ッ
ト
　
前
売
り
一
般
　
２
千
500

円
、
学
生
・
高
校
生
　
千
500
円

※

全
席
自
由
、
当
日
は
各
500
円
増
し

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
所
　
コ
イ
ケ
メ
ガ

ネ
（
☎
52

－

２
３
２
１
）
ほ
か

問
い
合
わ
せ
　
高
橋
さ
ん
（
☎
090

－

９

４
２
５

－

８
８
２
４
）

　
ラ
ン
チ
系
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
ス
イ
ー
ツ

ま
で
、
人
気
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
皆
様

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

12
月
24
日
（
金
）
午
後
２
時

〜
４
時

場

所
　
加
茂
高
等
学
校

問
い
合
わ
せ

加
茂
高
等
学
校
（
☎

52

－

２
０
３
０
）

　映画を通して性だけでなく、国籍・人種・
職種・世代間で異なる価値観等、本当の意味
での「多様性」を考えます。
　上映後には監督も交えたトークセッション
を開催します（入場料無料）。
日　時　１月 22日（土）午後４時～７時 30分
会　場　三条市体育文化会館（三条市荒町２）
講　師　杉岡太樹さん（映画監督）　
定　員　上映会 150 人
　　　　ワークショップ 40 人
申し込み 1 月 19 日（水）までに
二次元コードからお申し込くださ
い。
問い合わせ　燕三条フィルムコミッション大
橋さん（☎080－1045－2590）

「息子のままで、女子になる」
　　　上映会とトークセッション

加茂新春
　　コンサート
～寿ぎの音～

申し込み

【有料広告】

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
道
路
交

通
確
保
の
た
め
第

１
種
、
第
２
種
、

そ
の
他
に
区
分

し
、
順
次
除
雪
を

行
う
体
制
を
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
除

雪
を
行
う
た
め
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
般
各
世
帯
に
配
付
し
た
「
令
和
３

年
度
除
雪
計
画
路
線
図

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）」
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

雪
へ
の
対
策

　
　
　除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
狭
く
な
っ
た
雪
道
に
車
を
放
置
す
る

と
通
行
を
妨
げ
、
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

　
除
雪
が
済
ん
だ
道
路
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

■
除
雪
車
両
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

期

間
　
１
月
１
日
（
土
・
祝
）
〜
２

月
28
日
（
月
）

路
線
名
／
区
間

❶
市
道
加
茂
川
右
岸

線
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
小
学
校
側
）

大
橋
右
岸
〜
下
川
原
橋
右
岸

１
・
２
月
の
臨
時
交
通
規
制

　
　
　
　
　
終
日
駐
車
禁
止

　
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、
早
朝

に
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
戸
の
出
入
り
口
は
自
分
で

　
除
雪
作
業
で
家
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
を
し
な
が
ら
直
し
て
い
る
と
作

業
が
進
み
ま
せ
ん
。
各
戸
で
手
直
し
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
停
止
時
間

　
２
時
間
の
運
転
休
止
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
休
止
後
、
多
少
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
休
止
時
間
帯
は
午
後
２
時
〜
３
時
と

午
後
４
時
〜
５
時
で
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
を
操
作
し
な
い
で

　
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
る
水
の
調
整

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
市

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
前
だ
け
水
の
出
が
よ
く
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
、
他
の
場
所

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
維
持
係
（
☎
内

線
211
）

　
雪
下
ろ
し
や
除
雪
は
次
の
点
に
注
意

し
安
全
に
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
雪
下
ろ
し
で
は
転
落
や
作
業
中
の
疲

労
な
ど
に
よ
る
事
故
に
注
意
す
る
。

❷
屋
根
雪
落
下
に
よ
る
事
故
に
気
を
つ

け
る
。

　
軒
下
で
の
作
業
は
特
に
注
意
し
、
屋

根
に
は
雪
崩
止
め
を
付
け
る
。

❸
家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
、
雪
消

池
へ
の
転
落
な
ど
に
十
分
注
意
す
る
。

❹
家
庭
用
小
型
除
雪
機
械
は
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
み
、
事
故
や
、
け
が
な

ど
に
気
を
つ
け
る
。

❺
雪
下
ろ
し
な
ど
で
家
屋
の
周
辺
に
雪

壁
が
で
き
、
火
災
の
と
き
に
避
難
が
で

き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に
非
常

口
を
確
保
し
て
お
く
。

❻
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
屋
外
ボ
ン
ベ
の
安

全
管
理
を
徹
底
し
、
除
雪
の
際
に
は
ガ

ス
管
の
接
続
部
を
損
傷
し
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
す
る
。

❼
灯
油
の
使
用
が
大
幅
に
増
え
る
た

め
、
灯
油
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
管
理
と

石
油
器
具
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

除雪作業は
　　安全第一で

❷
市
道
若
宮
町
駅
前
線
ほ
か
（
加
茂
川

左
岸
線
）
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
山

側
）
西
宮
橋
左
岸
〜
昭
和
橋
左
岸

道路交通の
確保に
　　 ご協力を

ホームページ
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下
水
道
使
用
料
の
お
願
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
自
力
で
除

雪
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
み

の
お
宅
へ
、
平
日
に
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
募
集
し
た
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
日
程
調
整
し
、
派
遣
を
行
う

た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。
な
お
、
除
雪
箇
所
は
玄
関
先
か

ら
生
活
道
路
ま
で
の
生
活
に
必
要
な
最

低
限
の
除
雪
で
す
。
屋
根
の
雪
下
ろ
し

は
行
い
ま
せ
ん
。
除
雪
に
困
っ
た
ら
、

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

期
間

１
月
４
日
（
火
）
〜
２
月
24

日
（
木
）※

原
則
、実
施
日
は
平
日
の
み
。

■
雪
か
き
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

自
力
で
除
雪
困
難
な
お
宅
へ

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

活
動
期
間

１
月
５
日
（
水
）
〜
２
月

28
日
（
月
）

※

原
則
、
実
施
日
は
平
日
の
み
。

そ
の
他
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
は

協
議
会
で
加
入

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６
７
）

　
県
内
37
地
点
の
気
象
情

報
、
気
象
庁
発
表
の
特
別

警
報
・
警
報
・
注
意
報
等

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
１
日
２
回
更
新
（
午
前
10
時
、
午

後
４
時
）
し
ま
す
。

運
用
期
間
　
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
知
事
政
策
局
地

域
政
策
課
（
☎
025

－

280

－

５
０
８
８
）

新
潟
県
の
雪
情
報

　水洗化（排水設備）工事を行うには事前
に市への確認申請が必要です。
　しかし、市内一部の下水道未接続家屋に
接続のお願いを兼ねて現地調査を実施した
結果、特定の工事店が申請をせずに、すで

に工事を済ませて下水道に接続をしていた事例が複数発見されました。
　確認のない工事は条例違反であり、罰則や工事のやり直し、下水道使
用料を遡って請求することもあります。
　また、申請をしたが、何らかの理由で請求されていないことも考えら
れますので、すでに下水道を使用していながら下水道使用料の請求がな
い場合は、上下水道課業務係（☎内線232）まで早急にご連絡ください。
　なお、今後も継続して現地調査を行い、請求漏れの発見に努めます。
　下水道使用料の適正な徴収を行っていくため、職員が訪問した際はご
協力をお願いします。
■「水道料金・下水道使用料等のお知らせ」で確認を
　下水道に接続していながら、水道メーターの検針時に配付する「水道
料金・下水道使用料等のお知らせ（右図）」に下水道使用料の金額等の
記載がないとシステムに登録がなく請求漏れになっています。

　
令
和
４
年
加
茂
市
消
防
出
初
式
は
式

典
を
消
防
団
員
、
関
係
者
の
み
で
開
催

し
ま
す
。

　
新
型
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
消

防
パ
レ
ー
ド
、
放
水
訓
練
は
中
止
し
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

実
施
日
　
１
月
９
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
10

時
40
分

※

式
典
の
み

会

場
　
市
民
体
育
館

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

消
防
出
初
式
式
典
の
み
開
催

ホームページ

下水道使用料　適正な納入に向けてのお願い 

　下水道に接続している人は、
この欄に金額等の記載があるか
確認してください。
　「＊」（アスタリスク）表記
の人は請求漏れです。
（便所が浄化槽や汲み取りは対
象外）

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　
私
は
、
納
税
に
あ
ま
り
抵
抗
が
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
税
を
払
う
こ
と
も
、
日
常
の
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
税
金
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、「
租
税
教
室
」
で
、私
た
ち
の
生
活
を
支
え
、

よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ど
の

よ
う
な
場
面
で
ど
う
役
立
っ
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
い
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
度
の
国
の
税
金
の
使
い
道
で
、
一
番
多
か
っ
た
の
が
社
会
保
障
関
係
費

で
し
た
。
社
会
保
障
関
係
費
と
は
、
介
護
・
年
金
・
医
療
・
失
業
・
労
働
災
害
な
ど
を
対

象
と
し
た
公
的
な
補
助
を
す
る
お
金
で
す
。
現
在
、日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

若
い
世
代
へ
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
番
目
に
多
か
っ
た
の
が
、
国
債
費
で
し
た
。

国
債
費
と
は
、
国
の
借
金
を
返
す
お
金
で
す
。
三
番
目
が
地
方
交
付
税
交
付
金
等
で
し
た
。

地
方
交
付
税
交
付
金
と
は
、
地
方
自
治
体
の
収
入
の
格
差
を
少
な
く
す
る
た
め
に
交
付
さ

れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
自
治
体
財
源
の
不
足
分
に
応
じ
て
額
を
決
定
す
る
普
通
交
付
税

の
ほ
か
に
も
、
自
然
災
害
時
な
ど
で
交
付
す
る
特
別
交
付
税
も
あ
り
ま
す
。
四
番
目
は
公

共
事
業
関
係
費
で
し
た
。
公
共
事
業
関
係
費
は
、
道
路
や
港
湾
・
住
宅
や
下
水
道
・
公
園
・

河
川
の
堤
防
や
ダ
ム
な
ど
社
会
経
済
活
動
や
国
民
生
活
・
国
土
保
全
の
基
盤
と
な
る
施
設

の
整
備
に
使
わ
れ
て
い
る
お
金
で
す
。
五
番
目
は
、
文
教
及
び
科
学
振
興
費
で
し
た
。
文

教
及
び
科
学
振
興
費
と
は
、
教
育
や
科
学
技
術
の
発
展
の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

こ
れ
ら
五
つ
の
他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
調
べ
て
み
て
、
身
近
な
も
の
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
か

か
せ
な
い
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
も
し
、
税
金
が
な
く
な
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
社
会
保
障
関
係
費
が
な
か
っ
た
ら
、
病
気
に
な
っ
た
り
失
業
し
た
時
に
、

治
療
し
て
く
れ
た
り
助
け
て
く
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
生
活
に
困
る
人
が
た

く
さ
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
、
お
金
が
あ
り
健
康
な
人
は
、
自
分
の
た
め
に
お
金

を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
格
差
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
格
差
が
広
が
る
こ

と
で
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
負
の
感
情
が
生
ま
れ
ま
す
。
同
じ
人
間
な
の
に
環
境
に
よ
っ

て
不
平
等
な
境
遇
に
お
か
れ
、
負
の
連
鎖
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状
況
が
で
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
世
の
中
で
は
、
人
々
は
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
部
の
人

だ
け
が
幸
せ
で
は
本
当
の
幸
せ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
等
し
く
幸
せ
を
分
け
合
う

た
め
に
、
税
金
が
あ
り
ま
す
。
税
金
を
し
っ
か
り
納
め
る
こ
と
、
大
切
に
使
う
こ
と
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

加
茂
市
立
若
宮
中
学
校
　
三
年
　
丸
山
　
碧
己

【
中
学
生
・
高
校
生
の
部
】

■
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

「
幸
せ
な
未
来
に
す
る
た
め
に
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
丸
山
　
碧
己

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
支
え
と
は
・
・
・
」　
　
　
　  

七
谷
中
学
校
三
年
　
平
田
　
愛
海

■
三
条
地
域
振
興
局
長
賞

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
茂
野
　
結
衣

■
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
相
続
税
を
考
え
る
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

葵
　
中
学
校
三
年
　
小
出
　
桜
愛

「
税
金
の
使
い
道
と
し
く
み
を
知
っ
て
」　
　
　
　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
三
年
　
田
村
　
洋
翔

「
税
金
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

須
田
中
学
校
三
年
　
知
野
　
祐
希

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
金
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
。」　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
山
﨑
　
茉
由

「
私
た
ち
一
人
一
人
が
主
人
公
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

葵
　
中
学
校
三
年
　
吉
田
　
和
馬

「
未
来
を
支
え
る
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
二
年
　
玉
木
　
心
音

「
税
に
感
謝
を
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

七
谷
中
学
校
三
年
　
笠
原
　
向
陽

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
税
金
が
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
こ
と
」　
　
　
　
　
加
茂
農
林
高
等
学
校
三
年
　
丸
山
　
　
舞

「
私
た
ち
が
救
う
番
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
金
子
　
舞
桜

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
幸
せ
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
農
林
高
等
学
校
三
年
　
北
澤
　
美
夏

「
優
し
さ
に
溢
れ
た
世
界
」　
　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
暁
星
高
等
学
校
一
年
　
大
森
　
美
咲

【
中
学
生
標
語
の
部
】

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
学
び
皆
の
生
活
支
え
あ
う
知
識
を
も
っ
て
納
税
を
」
加
茂
中
学
校
一
年
　
米
山
　
優
斗

「
助
け
合
い
　
未
来
へ
繋
ご
う
　
税
金
で
」　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
二
年
　
藤
田
　
有
紀

「
納
税
で
　
つ
く
れ
る
未
来
　
夢
限
大
」　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
阿
部
　
匠
吾

「
税
金
を
　
納
め
て
キ
ラ
キ
ラ
　
輝
く
未
来
」　
　
　
　
　
葵
　
中
学
校
一
年
　
荒
牧
　
景
都

「
未
来
の
た
め
に
　
し
っ
か
り
学
ぼ
う
　
税
の
こ
と
」　
　
葵
　
中
学
校
二
年
　
金
田
恵
莉
奈

「
税
を
知
り
　
よ
り
よ
い
未
来
へ
　
第
一
歩
」　
　
　
　
　
葵
　
中
学
校
三
年
　
石
附
　
優
衣

「
税
金
と
　
共
に
作
ろ
う
　
未
来
の
輪
」　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
一
年
　
斉
藤
　
優
莉

「
税
金
で
日
本
の
未
来
つ
く
っ
て
い
く
」　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
二
年
　
志
田
梨
緒
奈

「
税
金
で
　
町
の
安
全
　
皆
笑
顔
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
青
木
　
七
楓

「
税
金
を
　
は
ら
っ
て
開
こ
う
　
未
来
の
と
び
ら
」　
　
　
七
谷
中
学
校
二
年
　
佐
野
　
百
花

「
税
負
担
　
み
ん
な
で
支
え
る
　
高
齢
化
」　
　
　
　
　
　
須
田
中
学
校
一
年
　
塩
原
　
佳
純

「
知
っ
て
お
こ
う
　
暮
ら
し
を
支
え
る
　
税
の
こ
と
」　
　
須
田
中
学
校
二
年
　
渡
邉
　
瑠
那

「
税
金
が
　
普
段
の
暮
ら
し
　
支
え
て
る
」　
　
　
　
　
　
須
田
中
学
校
三
年
　
小
林
　
琉
星

新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

幸
せ
な
未
来
に
す
る
た
め
に

　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため、作文と標語を募集したところ、作文に中学生から
166点、高校生から144点、合わせて310点の応募をいただき、また、標語に中学生から470点の応募をいただきました。
その中から、作文14点、標語13点に次の各賞が贈られました（敬称略）。
　受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問 税務課　☎内線121

広報かも　No.786　3．12．15　　 109　　 広報かも　No.786　3．12．15

新
春
美
術
展
・
い
け
ば
な
展

第35回新春美術展・いけばな展
　令和３年度県展、
芸展、市展入賞入選
者の作品と、いけば
なを展示します。
会　期 １月20日（木）
　　　 ～24日（月）
時　間　午前９時～午後５時
　　　　（最終日は午後３時まで）
会　場　小ホール、ロビー　入場料　無料

☎53－0842

日

時
　
１
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
か
ら

会

場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

出

演

▼
一
部
　
加
茂
邦
楽
こ
ど

も
教
室
、
三
条
東
高
校
琴
部
、
新
潟
箏

曲
理
音
会

▼
二
部
　
高
橋
理
香
（
箏
、
地
歌
三

絃
）、
中
村
仁
樹
（
尺
八
、
篠
笛
）

▼
三
部
　
高
橋
竹
山
（
津
軽
三
味
線
）

（
金
）、
２
月
７
日
（
月
）、
18
日

（
金
）の
午
前
10
時
〜
正
午（
計
４
回
）

※

１
回
だ
け
の
参
加
も
可

会

場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講

師
　
川
本
朝
子
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

定

員

15
人
　
受
講
料
　
無
料

持
ち
も
の
　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
で
き
る
も
の

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
の
影
響
で
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
１
月
11
日
（
火
）
ま
で
に

（
公
社
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
53

－

１
７
７
２
）
へ
。

　
加
茂
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
す
る
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
11
台
が
加
茂
高
校
に
集

合
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

加
茂
高
校
マ
ル
シ
ェ

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

　
　
　
　
大
集
合

　
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
体
を

動
か
し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日

１
月
19
日
（
水
）、
28
日

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

チ
ケ
ッ
ト
　
前
売
り
一
般
　
２
千
500

円
、
学
生
・
高
校
生
　
千
500
円

※

全
席
自
由
、
当
日
は
各
500
円
増
し

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
所
　
コ
イ
ケ
メ
ガ

ネ
（
☎
52

－

２
３
２
１
）
ほ
か

問
い
合
わ
せ
　
高
橋
さ
ん
（
☎
090

－

９

４
２
５

－

８
８
２
４
）

　
ラ
ン
チ
系
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
ス
イ
ー
ツ

ま
で
、
人
気
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
皆
様

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

12
月
24
日
（
金
）
午
後
２
時

〜
４
時

場

所
　
加
茂
高
等
学
校

問
い
合
わ
せ

加
茂
高
等
学
校
（
☎

52
－

２
０
３
０
）

　映画を通して性だけでなく、国籍・人種・
職種・世代間で異なる価値観等、本当の意味
での「多様性」を考えます。
　上映後には監督も交えたトークセッション
を開催します（入場料無料）。
日　時　１月 22日（土）午後４時～７時 30分
会　場　三条市体育文化会館（三条市荒町２）
講　師　杉岡太樹さん（映画監督）　
定　員　上映会 150 人
　　　　ワークショップ 40 人
申し込み 1 月 19 日（水）までに
二次元コードからお申し込くださ
い。
問い合わせ　燕三条フィルムコミッション大
橋さん（☎080－1045－2590）

「息子のままで、女子になる」
　　　上映会とトークセッション

加茂新春
　　コンサート
～寿ぎの音～

申し込み

【有料広告】

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
道
路
交

通
確
保
の
た
め
第

１
種
、
第
２
種
、

そ
の
他
に
区
分

し
、
順
次
除
雪
を

行
う
体
制
を
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
除

雪
を
行
う
た
め
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
般
各
世
帯
に
配
付
し
た
「
令
和
３

年
度
除
雪
計
画
路
線
図

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）」
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

雪
へ
の
対
策

　
　
　除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
狭
く
な
っ
た
雪
道
に
車
を
放
置
す
る

と
通
行
を
妨
げ
、
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

　
除
雪
が
済
ん
だ
道
路
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

■
除
雪
車
両
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

期

間
　
１
月
１
日
（
土
・
祝
）
〜
２

月
28
日
（
月
）

路
線
名
／
区
間

❶
市
道
加
茂
川
右
岸

線
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
小
学
校
側
）

大
橋
右
岸
〜
下
川
原
橋
右
岸

１
・
２
月
の
臨
時
交
通
規
制

　
　
　
　
　
終
日
駐
車
禁
止

　
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、
早
朝

に
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
戸
の
出
入
り
口
は
自
分
で

　
除
雪
作
業
で
家
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
を
し
な
が
ら
直
し
て
い
る
と
作

業
が
進
み
ま
せ
ん
。
各
戸
で
手
直
し
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
停
止
時
間

　
２
時
間
の
運
転
休
止
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
休
止
後
、
多
少
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
休
止
時
間
帯
は
午
後
２
時
〜
３
時
と

午
後
４
時
〜
５
時
で
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
を
操
作
し
な
い
で

　
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
る
水
の
調
整

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
市

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
前
だ
け
水
の
出
が
よ
く
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
、
他
の
場
所

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
維
持
係
（
☎
内

線
211
）

　
雪
下
ろ
し
や
除
雪
は
次
の
点
に
注
意

し
安
全
に
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
雪
下
ろ
し
で
は
転
落
や
作
業
中
の
疲

労
な
ど
に
よ
る
事
故
に
注
意
す
る
。

❷
屋
根
雪
落
下
に
よ
る
事
故
に
気
を
つ

け
る
。

　
軒
下
で
の
作
業
は
特
に
注
意
し
、
屋

根
に
は
雪
崩
止
め
を
付
け
る
。

❸
家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
、
雪
消

池
へ
の
転
落
な
ど
に
十
分
注
意
す
る
。

❹
家
庭
用
小
型
除
雪
機
械
は
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
み
、
事
故
や
、
け
が
な

ど
に
気
を
つ
け
る
。

❺
雪
下
ろ
し
な
ど
で
家
屋
の
周
辺
に
雪

壁
が
で
き
、
火
災
の
と
き
に
避
難
が
で

き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に
非
常

口
を
確
保
し
て
お
く
。

❻
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
屋
外
ボ
ン
ベ
の
安

全
管
理
を
徹
底
し
、
除
雪
の
際
に
は
ガ

ス
管
の
接
続
部
を
損
傷
し
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
す
る
。

❼
灯
油
の
使
用
が
大
幅
に
増
え
る
た

め
、
灯
油
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
管
理
と

石
油
器
具
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

除雪作業は
　　安全第一で

❷
市
道
若
宮
町
駅
前
線
ほ
か
（
加
茂
川

左
岸
線
）
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
山

側
）
西
宮
橋
左
岸
〜
昭
和
橋
左
岸

道路交通の
確保に
　　 ご協力を

ホームページ
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下
水
道
使
用
料
の
お
願
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
自
力
で
除

雪
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
み

の
お
宅
へ
、
平
日
に
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
募
集
し
た
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
日
程
調
整
し
、
派
遣
を
行
う

た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。
な
お
、
除
雪
箇
所
は
玄
関
先
か

ら
生
活
道
路
ま
で
の
生
活
に
必
要
な
最

低
限
の
除
雪
で
す
。
屋
根
の
雪
下
ろ
し

は
行
い
ま
せ
ん
。
除
雪
に
困
っ
た
ら
、

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

期
　間

１
月
４
日
（
火
）
〜
２
月
24

日
（
木
）※

原
則
、実
施
日
は
平
日
の
み
。

■
雪
か
き
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

自
力
で
除
雪
困
難
な
お
宅
へ

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

活
動
期
間

１
月
５
日
（
水
）
〜
２
月

28
日
（
月
）

※

原
則
、
実
施
日
は
平
日
の
み
。

そ
の
他
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
は

協
議
会
で
加
入

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６
７
）

　
県
内
37
地
点
の
気
象
情

報
、
気
象
庁
発
表
の
特
別

警
報
・
警
報
・
注
意
報
等

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
１
日
２
回
更
新
（
午
前
10
時
、
午

後
４
時
）
し
ま
す
。

運
用
期
間
　
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
知
事
政
策
局
地

域
政
策
課
（
☎
025

－

280

－

５
０
８
８
）

新
潟
県
の
雪
情
報

　水洗化（排水設備）工事を行うには事前
に市への確認申請が必要です。
　しかし、市内一部の下水道未接続家屋に
接続のお願いを兼ねて現地調査を実施した
結果、特定の工事店が申請をせずに、すで

に工事を済ませて下水道に接続をしていた事例が複数発見されました。
　確認のない工事は条例違反であり、罰則や工事のやり直し、下水道使
用料を遡って請求することもあります。
　また、申請をしたが、何らかの理由で請求されていないことも考えら
れますので、すでに下水道を使用していながら下水道使用料の請求がな
い場合は、上下水道課業務係（☎内線232）まで早急にご連絡ください。
　なお、今後も継続して現地調査を行い、請求漏れの発見に努めます。
　下水道使用料の適正な徴収を行っていくため、職員が訪問した際はご
協力をお願いします。
■「水道料金・下水道使用料等のお知らせ」で確認を
　下水道に接続していながら、水道メーターの検針時に配付する「水道
料金・下水道使用料等のお知らせ（右図）」に下水道使用料の金額等の
記載がないとシステムに登録がなく請求漏れになっています。

　
令
和
４
年
加
茂
市
消
防
出
初
式
は
式

典
を
消
防
団
員
、
関
係
者
の
み
で
開
催

し
ま
す
。

　
新
型
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
消

防
パ
レ
ー
ド
、
放
水
訓
練
は
中
止
し
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

実
施
日
　
１
月
９
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
10

時
40
分

※

式
典
の
み

会
　場
　
市
民
体
育
館

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

消
防
出
初
式
式
典
の
み
開
催

ホームページ

下水道使用料　適正な納入に向けてのお願い 

　下水道に接続している人は、
この欄に金額等の記載があるか
確認してください。
　「＊」（アスタリスク）表記
の人は請求漏れです。
（便所が浄化槽や汲み取りは対
象外）

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　
私
は
、
納
税
に
あ
ま
り
抵
抗
が
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
税
を
払
う
こ
と
も
、
日
常
の
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
税
金
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、「
租
税
教
室
」
で
、私
た
ち
の
生
活
を
支
え
、

よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ど
の

よ
う
な
場
面
で
ど
う
役
立
っ
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
い
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
度
の
国
の
税
金
の
使
い
道
で
、
一
番
多
か
っ
た
の
が
社
会
保
障
関
係
費

で
し
た
。
社
会
保
障
関
係
費
と
は
、
介
護
・
年
金
・
医
療
・
失
業
・
労
働
災
害
な
ど
を
対

象
と
し
た
公
的
な
補
助
を
す
る
お
金
で
す
。
現
在
、日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

若
い
世
代
へ
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
番
目
に
多
か
っ
た
の
が
、
国
債
費
で
し
た
。

国
債
費
と
は
、
国
の
借
金
を
返
す
お
金
で
す
。
三
番
目
が
地
方
交
付
税
交
付
金
等
で
し
た
。

地
方
交
付
税
交
付
金
と
は
、
地
方
自
治
体
の
収
入
の
格
差
を
少
な
く
す
る
た
め
に
交
付
さ

れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
自
治
体
財
源
の
不
足
分
に
応
じ
て
額
を
決
定
す
る
普
通
交
付
税

の
ほ
か
に
も
、
自
然
災
害
時
な
ど
で
交
付
す
る
特
別
交
付
税
も
あ
り
ま
す
。
四
番
目
は
公

共
事
業
関
係
費
で
し
た
。
公
共
事
業
関
係
費
は
、
道
路
や
港
湾
・
住
宅
や
下
水
道
・
公
園
・

河
川
の
堤
防
や
ダ
ム
な
ど
社
会
経
済
活
動
や
国
民
生
活
・
国
土
保
全
の
基
盤
と
な
る
施
設

の
整
備
に
使
わ
れ
て
い
る
お
金
で
す
。
五
番
目
は
、
文
教
及
び
科
学
振
興
費
で
し
た
。
文

教
及
び
科
学
振
興
費
と
は
、
教
育
や
科
学
技
術
の
発
展
の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

こ
れ
ら
五
つ
の
他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
調
べ
て
み
て
、
身
近
な
も
の
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
か

か
せ
な
い
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
も
し
、
税
金
が
な
く
な
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
社
会
保
障
関
係
費
が
な
か
っ
た
ら
、
病
気
に
な
っ
た
り
失
業
し
た
時
に
、

治
療
し
て
く
れ
た
り
助
け
て
く
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
生
活
に
困
る
人
が
た

く
さ
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
、
お
金
が
あ
り
健
康
な
人
は
、
自
分
の
た
め
に
お
金

を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
格
差
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
格
差
が
広
が
る
こ

と
で
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
負
の
感
情
が
生
ま
れ
ま
す
。
同
じ
人
間
な
の
に
環
境
に
よ
っ

て
不
平
等
な
境
遇
に
お
か
れ
、
負
の
連
鎖
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状
況
が
で
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
世
の
中
で
は
、
人
々
は
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
部
の
人

だ
け
が
幸
せ
で
は
本
当
の
幸
せ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
等
し
く
幸
せ
を
分
け
合
う

た
め
に
、
税
金
が
あ
り
ま
す
。
税
金
を
し
っ
か
り
納
め
る
こ
と
、
大
切
に
使
う
こ
と
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

加
茂
市
立
若
宮
中
学
校
　
三
年
　
丸
山
　
碧
己

【
中
学
生
・
高
校
生
の
部
】

■
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

「
幸
せ
な
未
来
に
す
る
た
め
に
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
丸
山
　
碧
己

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
支
え
と
は
・
・
・
」　
　
　
　  

七
谷
中
学
校
三
年
　
平
田
　
愛
海

■
三
条
地
域
振
興
局
長
賞

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
茂
野
　
結
衣

■
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
相
続
税
を
考
え
る
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

葵
　
中
学
校
三
年
　
小
出
　
桜
愛

「
税
金
の
使
い
道
と
し
く
み
を
知
っ
て
」　
　
　
　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
三
年
　
田
村
　
洋
翔

「
税
金
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

須
田
中
学
校
三
年
　
知
野
　
祐
希

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
金
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
。」　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
山
﨑
　
茉
由

「
私
た
ち
一
人
一
人
が
主
人
公
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

葵
　
中
学
校
三
年
　
吉
田
　
和
馬

「
未
来
を
支
え
る
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
二
年
　
玉
木
　
心
音

「
税
に
感
謝
を
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

七
谷
中
学
校
三
年
　
笠
原
　
向
陽

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
税
金
が
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
こ
と
」　
　
　
　
　
加
茂
農
林
高
等
学
校
三
年
　
丸
山
　
　
舞

「
私
た
ち
が
救
う
番
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
金
子
　
舞
桜

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
幸
せ
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
農
林
高
等
学
校
三
年
　
北
澤
　
美
夏

「
優
し
さ
に
溢
れ
た
世
界
」　
　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
暁
星
高
等
学
校
一
年
　
大
森
　
美
咲

【
中
学
生
標
語
の
部
】

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
学
び
皆
の
生
活
支
え
あ
う
知
識
を
も
っ
て
納
税
を
」
加
茂
中
学
校
一
年
　
米
山
　
優
斗

「
助
け
合
い
　
未
来
へ
繋
ご
う
　
税
金
で
」　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
二
年
　
藤
田
　
有
紀

「
納
税
で
　
つ
く
れ
る
未
来
　
夢
限
大
」　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
阿
部
　
匠
吾

「
税
金
を
　
納
め
て
キ
ラ
キ
ラ
　
輝
く
未
来
」　
　
　
　
　
葵
　
中
学
校
一
年
　
荒
牧
　
景
都

「
未
来
の
た
め
に
　
し
っ
か
り
学
ぼ
う
　
税
の
こ
と
」　
　
葵
　
中
学
校
二
年
　
金
田
恵
莉
奈

「
税
を
知
り
　
よ
り
よ
い
未
来
へ
　
第
一
歩
」　
　
　
　
　
葵
　
中
学
校
三
年
　
石
附
　
優
衣

「
税
金
と
　
共
に
作
ろ
う
　
未
来
の
輪
」　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
一
年
　
斉
藤
　
優
莉

「
税
金
で
日
本
の
未
来
つ
く
っ
て
い
く
」　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
二
年
　
志
田
梨
緒
奈

「
税
金
で
　
町
の
安
全
　
皆
笑
顔
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
青
木
　
七
楓

「
税
金
を
　
は
ら
っ
て
開
こ
う
　
未
来
の
と
び
ら
」　
　
　
七
谷
中
学
校
二
年
　
佐
野
　
百
花

「
税
負
担
　
み
ん
な
で
支
え
る
　
高
齢
化
」　
　
　
　
　
　
須
田
中
学
校
一
年
　
塩
原
　
佳
純

「
知
っ
て
お
こ
う
　
暮
ら
し
を
支
え
る
　
税
の
こ
と
」　
　
須
田
中
学
校
二
年
　
渡
邉
　
瑠
那

「
税
金
が
　
普
段
の
暮
ら
し
　
支
え
て
る
」　
　
　
　
　
　
須
田
中
学
校
三
年
　
小
林
　
琉
星

新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

幸
せ
な
未
来
に
す
る
た
め
に

　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため、作文と標語を募集したところ、作文に中学生から
166点、高校生から144点、合わせて310点の応募をいただき、また、標語に中学生から470点の応募をいただきました。
その中から、作文14点、標語13点に次の各賞が贈られました（敬称略）。
　受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問 税務課　☎内線121
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幕
末
期
の
上
条
商
人
と
蒟
蒻

加
茂
の
風
土
記

今
回
の
手
話
：
ス
ケ
ー
ト

　
嘉
永
期
（
一
八
四
八
〜
五
四
）、
蒟

蒻
を
検
査
・
取
引
す
る
水
戸
藩
の
蒟
蒻

会
所
は
、
常
陸
の
諸
沢
村
（
茨
城
県
常

陸
太
田
市
）
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　
上
条
新
町
の
蒟
蒻
仕
入
れ
商
人
が
商

売
の
繁
盛
と
荷
送
り
の
安
全
を
祈
願
し

た
石
燈
籠
が
、
同
村
の
東
方
に
あ
る
西

金
砂
神
社
に
建
つ
。
嘉
永
五
年
（
一
八

五
三
）
十
一
月
十
二
日
奉
納
の
石
燈
籠

二
基
で
、
同
村
の
世
話
方
木
村
小
八
郎
・

中
嶋
藤
衛
門
と
と
も
に
、
上
条
の
商
人

「
関
金
六
・
川
口
惣
右
衛
門
・
松
永
卯
七
・

鶴
巻
久
次
郎
・
知
野
庄
兵
衛
・
関
弥
吉
・

川
口
栄
次
郎
・
松
永
浅
七
・
関
仙
左
衛

門
・
近
田
庄
吉
」
の
十
人
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
弥
吉
・
仙
左
衛
門
は
関

金
六
の
縁
者
で
あ
っ
た
。

　
蒟
蒻
会
所
は
そ
の
後
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
に
袋
田
（
茨
城
県
大
子
町
）

に
移
さ
れ
た
が
、
移
設
一
年
目
に
会
所

か
ら
出
荷
さ
れ
た
蒟
蒻
の
う
ち
、
加
茂

の
上
条
商
人
の
買
い
付
け
は
二
七
七
本

（
俵
）
で
、
会
所
全
出
荷
量
の
一
八
％

に
あ
た
り
、
江
戸
・
大
坂
方
面
よ
り
上

回
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
に
説
明
の
蒟
蒻
の
単
位
は
本
か

俵
で
あ
る
。
生
蒟
蒻
を
薄
切
り
に
し
、

干
し
て
粉
蒟
蒻
と
し
て
紙
袋
に
詰
め
た

も
の
が
本
で
、
俵
に
詰
め
た
も
の
が
俵

で
、
ど
ち
ら
も
重
さ
は
一
一
貫
二
五
〇

匁
（
約
四
二
・
二
㎏
）
で
あ
る
。

　
安
政
三
年
の
「
粉
蒟
御
焼
印
改
帳
」

（
大
子
町
桜
岡
滋
弥
氏
所
蔵
）
に
よ
れ

ば
、
同
年
十
一
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で

の
移
出
改
め
で
は
、
全
移
出
量
一
五
四

二
本
で
、
江
戸
や
関
西
方
面
の
二
五
七

本
に
対
し
、
上
条
・
加
茂
町
方
面
の
量

は
二
七
七
本
で
あ
っ
た
。

　
上
条
・
加
茂
町
で
は
こ
の
粉
蒟
蒻
を

何
に
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
食
用

蒟
蒻
に
製
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
元
結

用
の
「
蒟
蒻
糊
」
と
し
て
大
量
に
使
わ

れ
た
。
上
条
の
遠
藤
太
右
衛
門
が
製
す

る
元
結
は
、
丈
夫
で
ほ
ど
け
な
い
と
、

有
名
で
あ
っ
た
。

　
上
条
・
加
茂
の
特
産
に
は
、
元
結
・

水
引
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
製
造
販
売
し

て
い
た
真
木
屋
遠
藤
太
右
衛
門
の
元
結

に
つ
い
て
、
小
泉
蒼
軒
（
一
七
九
七
〜

一
八
七
三
）
が
、
文
化
十
二
年
（
一
八

一
五
）
に
著
し
た
と
み
ら
れ
る
「
乙
亥

随
筆
」
に
、
鬠（
も
と
ゆ
い
・
元
結
）

と
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　「
加
茂
町
に
夥
し
く
製
し
て
、
越
後

国
中
に
こ
れ
が
至
ら
な
い
所
は
な
い
。

品
の
上
下
が
あ
り
、
佳
品
は
京
都
の
三

条
畷
元
結
、
江
戸
の
文
七
元
結
に
代
わ

る
品
は
な
い
が
、
上
条
の
真
木
屋
多
右

衛
門
の
元
結
は
最
上
で
、
年
を
経
て
も

色
は
白
色
の
ま
ま
で
あ
る
」と
評
し
て

い
る
。
　

（
関
　
正
平
）

も
ろ
さ
わ

か
な
さ

こ
な
こ
ん
お
ん
や
き
い
ん
あ
ら
た
め
ち
ょ
う

こ
ん
に
ゃ
く

「粉蒟御焼印改帳」安政３年（1856）

も
と
ゆ
い

み
ず
ひ
き

そ
う
け
ん

お
び
た
だ

な
わ
て

に
し

い
し
ど
う
ろ
う

の
り

お
つ
い

か
ひ
ん

（
太
）

　
両
手
の
指
先
を
前
に
向
け
、
交
互
に

斜
め
前
に
出
し
ま
す
。

　
　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
総
務
課
広
報
広
聴
係
で
は
、
広
報
紙

や
市
の
広
報
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。
市

政
ポ
ス
ト
の
他
、
左
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
に
て
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
よ
り
よ
い
広
報

紙
を
作
る
た
め
、

皆
様
の
「
声
」
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

消
費
生
活
情
報
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下
水
道
使
用
料
の
お
願
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
自
力
で
除

雪
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
み

の
お
宅
へ
、
平
日
に
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
募
集
し
た
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
日
程
調
整
し
、
派
遣
を
行
う

た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。
な
お
、
除
雪
箇
所
は
玄
関
先
か

ら
生
活
道
路
ま
で
の
生
活
に
必
要
な
最

低
限
の
除
雪
で
す
。
屋
根
の
雪
下
ろ
し

は
行
い
ま
せ
ん
。
除
雪
に
困
っ
た
ら
、

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

期
　間

１
月
４
日
（
火
）
〜
２
月
24

日
（
木
）※

原
則
、実
施
日
は
平
日
の
み
。

■
雪
か
き
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

自
力
で
除
雪
困
難
な
お
宅
へ

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

活
動
期
間

１
月
５
日
（
水
）
〜
２
月

28
日
（
月
）

※

原
則
、
実
施
日
は
平
日
の
み
。

そ
の
他
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
は

協
議
会
で
加
入

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６
７
）

　
県
内
37
地
点
の
気
象
情

報
、
気
象
庁
発
表
の
特
別

警
報
・
警
報
・
注
意
報
等

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
１
日
２
回
更
新
（
午
前
10
時
、
午

後
４
時
）
し
ま
す
。

運
用
期
間
　
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
知
事
政
策
局
地

域
政
策
課
（
☎
025

－

280

－

５
０
８
８
）

新
潟
県
の
雪
情
報

　水洗化（排水設備）工事を行うには事前
に市への確認申請が必要です。
　しかし、市内一部の下水道未接続家屋に
接続のお願いを兼ねて現地調査を実施した
結果、特定の工事店が申請をせずに、すで

に工事を済ませて下水道に接続をしていた事例が複数発見されました。
　確認のない工事は条例違反であり、罰則や工事のやり直し、下水道使
用料を遡って請求することもあります。
　また、申請をしたが、何らかの理由で請求されていないことも考えら
れますので、すでに下水道を使用していながら下水道使用料の請求がな
い場合は、上下水道課業務係（☎内線232）まで早急にご連絡ください。
　なお、今後も継続して現地調査を行い、請求漏れの発見に努めます。
　下水道使用料の適正な徴収を行っていくため、職員が訪問した際はご
協力をお願いします。
■「水道料金・下水道使用料等のお知らせ」で確認を
　下水道に接続していながら、水道メーターの検針時に配付する「水道
料金・下水道使用料等のお知らせ（右図）」に下水道使用料の金額等の
記載がないとシステムに登録がなく請求漏れになっています。

　
令
和
４
年
加
茂
市
消
防
出
初
式
は
式

典
を
消
防
団
員
、
関
係
者
の
み
で
開
催

し
ま
す
。

　
新
型
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
消

防
パ
レ
ー
ド
、
放
水
訓
練
は
中
止
し
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

実
施
日
　
１
月
９
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
10

時
40
分

※

式
典
の
み

会
　場
　
市
民
体
育
館

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

消
防
出
初
式
式
典
の
み
開
催

ホームページ

下水道使用料　適正な納入に向けてのお願い 

　下水道に接続している人は、
この欄に金額等の記載があるか
確認してください。
　「＊」（アスタリスク）表記
の人は請求漏れです。
（便所が浄化槽や汲み取りは対
象外）

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　
私
は
、
納
税
に
あ
ま
り
抵
抗
が
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
税
を
払
う
こ
と
も
、
日
常
の
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
税
金
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、「
租
税
教
室
」
で
、私
た
ち
の
生
活
を
支
え
、

よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ど
の

よ
う
な
場
面
で
ど
う
役
立
っ
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
い
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
度
の
国
の
税
金
の
使
い
道
で
、
一
番
多
か
っ
た
の
が
社
会
保
障
関
係
費

で
し
た
。
社
会
保
障
関
係
費
と
は
、
介
護
・
年
金
・
医
療
・
失
業
・
労
働
災
害
な
ど
を
対

象
と
し
た
公
的
な
補
助
を
す
る
お
金
で
す
。
現
在
、日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

若
い
世
代
へ
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
番
目
に
多
か
っ
た
の
が
、
国
債
費
で
し
た
。

国
債
費
と
は
、
国
の
借
金
を
返
す
お
金
で
す
。
三
番
目
が
地
方
交
付
税
交
付
金
等
で
し
た
。

地
方
交
付
税
交
付
金
と
は
、
地
方
自
治
体
の
収
入
の
格
差
を
少
な
く
す
る
た
め
に
交
付
さ

れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
自
治
体
財
源
の
不
足
分
に
応
じ
て
額
を
決
定
す
る
普
通
交
付
税

の
ほ
か
に
も
、
自
然
災
害
時
な
ど
で
交
付
す
る
特
別
交
付
税
も
あ
り
ま
す
。
四
番
目
は
公

共
事
業
関
係
費
で
し
た
。
公
共
事
業
関
係
費
は
、
道
路
や
港
湾
・
住
宅
や
下
水
道
・
公
園
・

河
川
の
堤
防
や
ダ
ム
な
ど
社
会
経
済
活
動
や
国
民
生
活
・
国
土
保
全
の
基
盤
と
な
る
施
設

の
整
備
に
使
わ
れ
て
い
る
お
金
で
す
。
五
番
目
は
、
文
教
及
び
科
学
振
興
費
で
し
た
。
文

教
及
び
科
学
振
興
費
と
は
、
教
育
や
科
学
技
術
の
発
展
の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

こ
れ
ら
五
つ
の
他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
調
べ
て
み
て
、
身
近
な
も
の
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
か

か
せ
な
い
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
も
し
、
税
金
が
な
く
な
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
社
会
保
障
関
係
費
が
な
か
っ
た
ら
、
病
気
に
な
っ
た
り
失
業
し
た
時
に
、

治
療
し
て
く
れ
た
り
助
け
て
く
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
生
活
に
困
る
人
が
た

く
さ
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
、
お
金
が
あ
り
健
康
な
人
は
、
自
分
の
た
め
に
お
金

を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
格
差
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
格
差
が
広
が
る
こ

と
で
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
負
の
感
情
が
生
ま
れ
ま
す
。
同
じ
人
間
な
の
に
環
境
に
よ
っ

て
不
平
等
な
境
遇
に
お
か
れ
、
負
の
連
鎖
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状
況
が
で
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
世
の
中
で
は
、
人
々
は
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
部
の
人

だ
け
が
幸
せ
で
は
本
当
の
幸
せ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
等
し
く
幸
せ
を
分
け
合
う

た
め
に
、
税
金
が
あ
り
ま
す
。
税
金
を
し
っ
か
り
納
め
る
こ
と
、
大
切
に
使
う
こ
と
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

加
茂
市
立
若
宮
中
学
校
　
三
年
　
丸
山
　
碧
己

【
中
学
生
・
高
校
生
の
部
】

■
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

「
幸
せ
な
未
来
に
す
る
た
め
に
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
丸
山
　
碧
己

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
支
え
と
は
・
・
・
」　
　
　
　  

七
谷
中
学
校
三
年
　
平
田
　
愛
海

■
三
条
地
域
振
興
局
長
賞

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
茂
野
　
結
衣

■
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
相
続
税
を
考
え
る
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

葵
　
中
学
校
三
年
　
小
出
　
桜
愛

「
税
金
の
使
い
道
と
し
く
み
を
知
っ
て
」　
　
　
　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
三
年
　
田
村
　
洋
翔

「
税
金
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

須
田
中
学
校
三
年
　
知
野
　
祐
希

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
金
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
。」　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
山
﨑
　
茉
由

「
私
た
ち
一
人
一
人
が
主
人
公
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

葵
　
中
学
校
三
年
　
吉
田
　
和
馬

「
未
来
を
支
え
る
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
二
年
　
玉
木
　
心
音

「
税
に
感
謝
を
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

七
谷
中
学
校
三
年
　
笠
原
　
向
陽

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
税
金
が
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
こ
と
」　
　
　
　
　
加
茂
農
林
高
等
学
校
三
年
　
丸
山
　
　
舞

「
私
た
ち
が
救
う
番
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
金
子
　
舞
桜

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
幸
せ
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
農
林
高
等
学
校
三
年
　
北
澤
　
美
夏

「
優
し
さ
に
溢
れ
た
世
界
」　
　
　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
暁
星
高
等
学
校
一
年
　
大
森
　
美
咲

【
中
学
生
標
語
の
部
】

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
学
び
皆
の
生
活
支
え
あ
う
知
識
を
も
っ
て
納
税
を
」
加
茂
中
学
校
一
年
　
米
山
　
優
斗

「
助
け
合
い
　
未
来
へ
繋
ご
う
　
税
金
で
」　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
二
年
　
藤
田
　
有
紀

「
納
税
で
　
つ
く
れ
る
未
来
　
夢
限
大
」　
　
　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年
　
阿
部
　
匠
吾

「
税
金
を
　
納
め
て
キ
ラ
キ
ラ
　
輝
く
未
来
」　
　
　
　
　
葵
　
中
学
校
一
年
　
荒
牧
　
景
都

「
未
来
の
た
め
に
　
し
っ
か
り
学
ぼ
う
　
税
の
こ
と
」　
　
葵
　
中
学
校
二
年
　
金
田
恵
莉
奈

「
税
を
知
り
　
よ
り
よ
い
未
来
へ
　
第
一
歩
」　
　
　
　
　
葵
　
中
学
校
三
年
　
石
附
　
優
衣

「
税
金
と
　
共
に
作
ろ
う
　
未
来
の
輪
」　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
一
年
　
斉
藤
　
優
莉

「
税
金
で
日
本
の
未
来
つ
く
っ
て
い
く
」　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
二
年
　
志
田
梨
緒
奈

「
税
金
で
　
町
の
安
全
　
皆
笑
顔
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
青
木
　
七
楓

「
税
金
を
　
は
ら
っ
て
開
こ
う
　
未
来
の
と
び
ら
」　
　
　
七
谷
中
学
校
二
年
　
佐
野
　
百
花

「
税
負
担
　
み
ん
な
で
支
え
る
　
高
齢
化
」　
　
　
　
　
　
須
田
中
学
校
一
年
　
塩
原
　
佳
純

「
知
っ
て
お
こ
う
　
暮
ら
し
を
支
え
る
　
税
の
こ
と
」　
　
須
田
中
学
校
二
年
　
渡
邉
　
瑠
那

「
税
金
が
　
普
段
の
暮
ら
し
　
支
え
て
る
」　
　
　
　
　
　
須
田
中
学
校
三
年
　
小
林
　
琉
星

新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

幸
せ
な
未
来
に
す
る
た
め
に

　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため、作文と標語を募集したところ、作文に中学生から
166点、高校生から144点、合わせて310点の応募をいただき、また、標語に中学生から470点の応募をいただきました。
その中から、作文14点、標語13点に次の各賞が贈られました（敬称略）。
　受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問 税務課　☎内線121
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かもぴく

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

29
㈬
赤口

30
㈭
先勝

31
㈮
友引

2
㈰
仏滅

3
㈪
赤口

28
㈫
大安

10
㈪
先勝

11
㈫
友引

12
㈬
先負

13
㈭
仏滅

14
㈮
大安

15
㈯
赤口

16
㈰
先勝

17
㈪
友引

18
㈫
先負

19
㈬
仏滅

20
㈭
大安

・シルバー人材センター入会説明会
　　　　　　　　ゆきつばき荘　 9：30～11：30

　休日当番医　中村医院
 　　　　　　☎５２－００９５ 　9：00～17：00

　休日当番医　吉田内科医院
 　　　　　　☎５７－７５１１ 　9：00～17：00
・市民囲碁大会　中央コミセン　 9：45から
・消防出初式　　　市民体育館　10：00～10：40

　休日当番医　田上診療所
 　　　　　　☎５７－５０１５ 　9：00～17：00

　休日当番医　さくらクリニック
 　　　　　　☎５２－９５１１ 　9：00～17：00

4
㈫
先勝

6
㈭
先負

7
㈮
仏滅

8
㈯
大安

9
㈰
赤口

5
㈬
友引

　休日当番医　にのみや内科クリニック
 　　　　　　☎５７－０７７０ 　9：00～17：00
・雪上市民レクリエーション大会
　　　　冬鳥越スキーガーデン　 9：30～11：30
・休館（民俗資料館）

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・市役所仕事納め

・市役所仕事始め

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00
・休館（ＢＢＣ）

・休館（ＢＢＣ）

・休館（ＢＢＣ）

12月・1月

27
仏滅

12月

㈪

　元日
　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　　　☎５２－２０５４ 　9：00～17：00
・元旦マラソン　　青海神社前　10：00スタート

・司法書士無料法律相談（司法書士会三条支部
　加藤笑さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１　 9：00～12：00
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から

・行政相談　　市役所相談室１　 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00
・法律相談（社会福祉協議会☎52－6667へ予約）
　　　　　　　市役所相談室３　13：00～16：00
・こころと身体の健康相談
　　　　　　市役所健康福祉課　13：00～16：00
・休館（美人の湯）

・農地相談　農業委員会事務局　 9：00～11：30
・休館（文化会館、温水プール、市立図書館、各
　コミセン）

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

・ワクワクドキドキお話のへや
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・休館（民俗資料館）

・休館（公民館・市民体育館、市立図書館、民俗
　資料館、各コミセン）

・休館（文化会館、温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00

・第35回新春美術展・いけばな展
　　　（会期は24日まで、24日は15：00終了）
　　　　　　　　　　文化会館　 9：00～17：00
・なんでも健康相談
　　　　　　　　ゆきつばき荘　 9：30～11：30
・休館（ＢＢＣ）

　成人の日
　休日当番医　わたなべ医院
 　　　　　　☎５３－３８５０ 　9：00～17：00
・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・休館（市立図書館、民俗資料館）

1
先負

1月

㈯

市民憲章  第１条（環境） 豊かな自然を大切にし　住みよいまちをつくります
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幕
末
期
の
上
条
商
人
と
蒟
蒻

加
茂
の
風
土
記

今
回
の
手
話
：
ス
ケ
ー
ト

　
嘉
永
期
（
一
八
四
八
〜
五
四
）、
蒟

蒻
を
検
査
・
取
引
す
る
水
戸
藩
の
蒟
蒻

会
所
は
、
常
陸
の
諸
沢
村
（
茨
城
県
常

陸
太
田
市
）
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　
上
条
新
町
の
蒟
蒻
仕
入
れ
商
人
が
商

売
の
繁
盛
と
荷
送
り
の
安
全
を
祈
願
し

た
石
燈
籠
が
、
同
村
の
東
方
に
あ
る
西

金
砂
神
社
に
建
つ
。
嘉
永
五
年
（
一
八

五
三
）
十
一
月
十
二
日
奉
納
の
石
燈
籠

二
基
で
、
同
村
の
世
話
方
木
村
小
八
郎
・

中
嶋
藤
衛
門
と
と
も
に
、
上
条
の
商
人

「
関
金
六
・
川
口
惣
右
衛
門
・
松
永
卯
七
・

鶴
巻
久
次
郎
・
知
野
庄
兵
衛
・
関
弥
吉
・

川
口
栄
次
郎
・
松
永
浅
七
・
関
仙
左
衛

門
・
近
田
庄
吉
」
の
十
人
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
弥
吉
・
仙
左
衛
門
は
関

金
六
の
縁
者
で
あ
っ
た
。

　
蒟
蒻
会
所
は
そ
の
後
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
に
袋
田
（
茨
城
県
大
子
町
）

に
移
さ
れ
た
が
、
移
設
一
年
目
に
会
所

か
ら
出
荷
さ
れ
た
蒟
蒻
の
う
ち
、
加
茂

の
上
条
商
人
の
買
い
付
け
は
二
七
七
本

（
俵
）
で
、
会
所
全
出
荷
量
の
一
八
％

に
あ
た
り
、
江
戸
・
大
坂
方
面
よ
り
上

回
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
に
説
明
の
蒟
蒻
の
単
位
は
本
か

俵
で
あ
る
。
生
蒟
蒻
を
薄
切
り
に
し
、

干
し
て
粉
蒟
蒻
と
し
て
紙
袋
に
詰
め
た

も
の
が
本
で
、
俵
に
詰
め
た
も
の
が
俵

で
、
ど
ち
ら
も
重
さ
は
一
一
貫
二
五
〇

匁
（
約
四
二
・
二
㎏
）
で
あ
る
。

　
安
政
三
年
の
「
粉
蒟
御
焼
印
改
帳
」

（
大
子
町
桜
岡
滋
弥
氏
所
蔵
）
に
よ
れ

ば
、
同
年
十
一
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で

の
移
出
改
め
で
は
、
全
移
出
量
一
五
四

二
本
で
、
江
戸
や
関
西
方
面
の
二
五
七

本
に
対
し
、
上
条
・
加
茂
町
方
面
の
量

は
二
七
七
本
で
あ
っ
た
。

　
上
条
・
加
茂
町
で
は
こ
の
粉
蒟
蒻
を

何
に
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
食
用

蒟
蒻
に
製
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
元
結

用
の
「
蒟
蒻
糊
」
と
し
て
大
量
に
使
わ

れ
た
。
上
条
の
遠
藤
太
右
衛
門
が
製
す

る
元
結
は
、
丈
夫
で
ほ
ど
け
な
い
と
、

有
名
で
あ
っ
た
。

　
上
条
・
加
茂
の
特
産
に
は
、
元
結
・

水
引
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
製
造
販
売
し

て
い
た
真
木
屋
遠
藤
太
右
衛
門
の
元
結

に
つ
い
て
、
小
泉
蒼
軒
（
一
七
九
七
〜

一
八
七
三
）
が
、
文
化
十
二
年
（
一
八

一
五
）
に
著
し
た
と
み
ら
れ
る
「
乙
亥

随
筆
」
に
、
鬠（
も
と
ゆ
い
・
元
結
）

と
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　「
加
茂
町
に
夥
し
く
製
し
て
、
越
後

国
中
に
こ
れ
が
至
ら
な
い
所
は
な
い
。

品
の
上
下
が
あ
り
、
佳
品
は
京
都
の
三

条
畷
元
結
、
江
戸
の
文
七
元
結
に
代
わ

る
品
は
な
い
が
、
上
条
の
真
木
屋
多
右

衛
門
の
元
結
は
最
上
で
、
年
を
経
て
も

色
は
白
色
の
ま
ま
で
あ
る
」と
評
し
て

い
る
。
　

（
関
　
正
平
）

も
ろ
さ
わ

か
な
さ

こ
な
こ
ん
お
ん
や
き
い
ん
あ
ら
た
め
ち
ょ
う

こ
ん
に
ゃ
く

「粉蒟御焼印改帳」安政３年（1856）

も
と
ゆ
い

み
ず
ひ
き

そ
う
け
ん

お
び
た
だ

な
わ
て

に
し

い
し
ど
う
ろ
う

の
り

お
つ
い

か
ひ
ん

（
太
）

　
両
手
の
指
先
を
前
に
向
け
、
交
互
に

斜
め
前
に
出
し
ま
す
。

　
　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
総
務
課
広
報
広
聴
係
で
は
、
広
報
紙

や
市
の
広
報
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。
市

政
ポ
ス
ト
の
他
、
左
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
に
て
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
よ
り
よ
い
広
報

紙
を
作
る
た
め
、

皆
様
の
「
声
」
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

消
費
生
活
情
報
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かもぴく

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

29
㈬
赤口

30
㈭
先勝

31
㈮
友引

2
㈰
仏滅

3
㈪
赤口

28
㈫
大安

10
㈪
先勝

11
㈫
友引

12
㈬
先負

13
㈭
仏滅

14
㈮
大安

15
㈯
赤口

16
㈰
先勝

17
㈪
友引

18
㈫
先負

19
㈬
仏滅

20
㈭
大安

・シルバー人材センター入会説明会
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：30～11：30

　休日当番医　中村医院
 　　　　 ☎５２－００９５ 9：00～17：00

　休日当番医　吉田内科医院
 　　　　 ☎５７－７５１１ 9：00～17：00
・市民囲碁大会　中央コミセン 9：45から
・消防出初式　　　市民体育館　10：00～10：40

　休日当番医　田上診療所
 　　　　 ☎５７－５０１５ 9：00～17：00

　休日当番医　さくらクリニック
 　　　　 ☎５２－９５１１ 9：00～17：00

4
㈫
先勝

6
㈭
先負

7
㈮
仏滅

8
㈯
大安

9
㈰
赤口

5
㈬
友引

　休日当番医　にのみや内科クリニック
 　　　　 ☎５７－０７７０ 9：00～17：00
・雪上市民レクリエーション大会
　　　　冬鳥越スキーガーデン 9：30～11：30
・休館（民俗資料館）

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・市役所仕事納め

・市役所仕事始め

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・休館（ＢＢＣ）

・休館（ＢＢＣ）

・休館（ＢＢＣ）

12月・1月

27
仏滅

12月

㈪

　元日
　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　 ☎５２－２０５４ 　9：00～17：00
・元旦マラソン　　青海神社前　10：00スタート

・司法書士無料法律相談（司法書士会三条支部
加藤笑さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１ 9：00～12：00
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・法律相談（社会福祉協議会☎52－6667へ予約）
　　　　　　　市役所相談室３　13：00～16：00
・こころと身体の健康相談
　　　　　　市役所健康福祉課　13：00～16：00
・休館（美人の湯）

・農地相談　農業委員会事務局 9：00～11：30
・休館（文化会館、温水プール、市立図書館、各
　コミセン）

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

・ワクワクドキドキお話のへや
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・休館（民俗資料館）

・休館（公民館・市民体育館、市立図書館、民俗
　資料館、各コミセン）

・休館（文化会館、温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00

・第35回新春美術展・いけばな展
　　　（会期は24日まで、24日は15：00終了）
　　　　　　　　　　文化会館 9：00～17：00
・なんでも健康相談
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：30～11：30
・休館（ＢＢＣ）

　成人の日
　休日当番医　わたなべ医院
 　　　　 ☎５３－３８５０ 9：00～17：00
・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・休館（市立図書館、民俗資料館）

1
先負

1月

㈯

市民憲章  第１条（環境） 豊かな自然を大切にし　住みよいまちをつくります
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幕
末
期
の
上
条
商
人
と
蒟
蒻

加
茂
の
風
土
記

今
回
の
手
話
：
ス
ケ
ー
ト

　
嘉
永
期
（
一
八
四
八
〜
五
四
）、
蒟

蒻
を
検
査
・
取
引
す
る
水
戸
藩
の
蒟
蒻

会
所
は
、
常
陸
の
諸
沢
村
（
茨
城
県
常

陸
太
田
市
）
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　
上
条
新
町
の
蒟
蒻
仕
入
れ
商
人
が
商

売
の
繁
盛
と
荷
送
り
の
安
全
を
祈
願
し

た
石
燈
籠
が
、
同
村
の
東
方
に
あ
る
西

金
砂
神
社
に
建
つ
。
嘉
永
五
年
（
一
八

五
三
）
十
一
月
十
二
日
奉
納
の
石
燈
籠

二
基
で
、
同
村
の
世
話
方
木
村
小
八
郎
・

中
嶋
藤
衛
門
と
と
も
に
、
上
条
の
商
人

「
関
金
六
・
川
口
惣
右
衛
門
・
松
永
卯
七
・

鶴
巻
久
次
郎
・
知
野
庄
兵
衛
・
関
弥
吉
・

川
口
栄
次
郎
・
松
永
浅
七
・
関
仙
左
衛

門
・
近
田
庄
吉
」
の
十
人
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
弥
吉
・
仙
左
衛
門
は
関

金
六
の
縁
者
で
あ
っ
た
。

　
蒟
蒻
会
所
は
そ
の
後
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
に
袋
田
（
茨
城
県
大
子
町
）

に
移
さ
れ
た
が
、
移
設
一
年
目
に
会
所

か
ら
出
荷
さ
れ
た
蒟
蒻
の
う
ち
、
加
茂

の
上
条
商
人
の
買
い
付
け
は
二
七
七
本

（
俵
）
で
、
会
所
全
出
荷
量
の
一
八
％

に
あ
た
り
、
江
戸
・
大
坂
方
面
よ
り
上

回
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
に
説
明
の
蒟
蒻
の
単
位
は
本
か

俵
で
あ
る
。
生
蒟
蒻
を
薄
切
り
に
し
、

干
し
て
粉
蒟
蒻
と
し
て
紙
袋
に
詰
め
た

も
の
が
本
で
、
俵
に
詰
め
た
も
の
が
俵

で
、
ど
ち
ら
も
重
さ
は
一
一
貫
二
五
〇

匁
（
約
四
二
・
二
㎏
）
で
あ
る
。

　
安
政
三
年
の
「
粉
蒟
御
焼
印
改
帳
」

（
大
子
町
桜
岡
滋
弥
氏
所
蔵
）
に
よ
れ

ば
、
同
年
十
一
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で

の
移
出
改
め
で
は
、
全
移
出
量
一
五
四

二
本
で
、
江
戸
や
関
西
方
面
の
二
五
七

本
に
対
し
、
上
条
・
加
茂
町
方
面
の
量

は
二
七
七
本
で
あ
っ
た
。

　
上
条
・
加
茂
町
で
は
こ
の
粉
蒟
蒻
を

何
に
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
食
用

蒟
蒻
に
製
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
元
結

用
の
「
蒟
蒻
糊
」
と
し
て
大
量
に
使
わ

れ
た
。
上
条
の
遠
藤
太
右
衛
門
が
製
す

る
元
結
は
、
丈
夫
で
ほ
ど
け
な
い
と
、

有
名
で
あ
っ
た
。

　
上
条
・
加
茂
の
特
産
に
は
、
元
結
・

水
引
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
製
造
販
売
し

て
い
た
真
木
屋
遠
藤
太
右
衛
門
の
元
結

に
つ
い
て
、
小
泉
蒼
軒
（
一
七
九
七
〜

一
八
七
三
）
が
、
文
化
十
二
年
（
一
八

一
五
）
に
著
し
た
と
み
ら
れ
る
「
乙
亥

随
筆
」
に
、
鬠（
も
と
ゆ
い
・
元
結
）

と
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　「
加
茂
町
に
夥
し
く
製
し
て
、
越
後

国
中
に
こ
れ
が
至
ら
な
い
所
は
な
い
。

品
の
上
下
が
あ
り
、
佳
品
は
京
都
の
三

条
畷
元
結
、
江
戸
の
文
七
元
結
に
代
わ

る
品
は
な
い
が
、
上
条
の
真
木
屋
多
右

衛
門
の
元
結
は
最
上
で
、
年
を
経
て
も

色
は
白
色
の
ま
ま
で
あ
る
」と
評
し
て

い
る
。
　

（
関
　
正
平
）

も
ろ
さ
わ

か
な
さ

こ
な
こ
ん
お
ん
や
き
い
ん
あ
ら
た
め
ち
ょ
う

こ
ん
に
ゃ
く

「粉蒟御焼印改帳」安政３年（1856）

も
と
ゆ
い

み
ず
ひ
き

そ
う
け
ん

お
び
た
だ

な
わ
て

に
し

い
し
ど
う
ろ
う

の
り

お
つ
い

か
ひ
ん

（
太
）

　
両
手
の
指
先
を
前
に
向
け
、
交
互
に

斜
め
前
に
出
し
ま
す
。

　
　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
総
務
課
広
報
広
聴
係
で
は
、
広
報
紙

や
市
の
広
報
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。
市

政
ポ
ス
ト
の
他
、
左
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
に
て
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
よ
り
よ
い
広
報

紙
を
作
る
た
め
、

皆
様
の
「
声
」
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

消
費
生
活
情
報
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 959-1392
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 0256-52-0080
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X 0256-53-2729

ホ
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ペ
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https://w
w
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e-メ

ー
ル
 

kam
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city.kam

o.niigata.jp

●
編
集
・
発
行
　
加
茂
市
役
所
総
務
課
広
報
広
聴
係

●
印
刷
　
㈱
小
野
塚
印
刷
所

人口のうごき　12月1日現在 世帯　10,167 (+1) 人口　25,654  (-29)　
男　12,512  (-15)　女　13,142  (-14)　（　）内は前月比
（11月異動分）出生10 (男5 女5)　死亡25 (男 13 女 12)　転出33　転入19

＃かもぴく＃かもぴく

総務課広報広聴係（☎内線 327）総務課広報広聴係（☎内線 327）

＠kamo_mate

Instagramで「#かもぴく」をつ
けて投稿していただいた中から、
毎月1枚ご紹介します。

社
会
福
祉
費
寄
附
金

▼
北
陸
ガ
ス
株
式
会
社
長
岡
支
社
様
か

ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

観
光
費
寄
附
金

▼
堀
利
治
様
か
ら
　
　
　
　
　
２
万
円

一
般
寄
附
金

▼
故
林
繁
雄
様
ご
遺
族
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円

加
茂
市
（
市
内
小
中
学
校
）
へ

▼
吉
野
黒
板
製
作
所
様
か
ら

掲
示
板
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
27
点

　
　
　
　
駅
伝
競
走

期
　
日

11
月
３
日
（
水
）

会
　
場
　
陸
上
競
技
場
周
辺
周
回
コ
ー
ス

　
　
　
　（
１
区
間
2.4
㎞
コ
ー
ス
）

【
３
区
間
7.2
㎞
コ
ー
ス
】

▼
中
学
生
女
子
の
部
❶
加
茂
中
学
校
33
分

５
秒
▼
高
校
一
般
女
子
の
部
❶
加
茂
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
混
合
２
39
分
24
秒

【
５
区
間
12
㎞
コ
ー
ス
】

第
64
回
　総
体
結
果

▼
小
学
生
の
男
子
の
部
❶
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア

い
ぬ
56
分
51
秒
❷
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
さ
る
❸

加
茂
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
Ａ
▼
小
学
生
女
子
の
部
❶
加
茂

ジ
ュ
ニ
ア
き
じ
１
時
間
１
分
20
秒
❷
加
茂

レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
Ａ
❸
加
茂
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ｂ
▼
中
学
生
男
子
の
部
❶

加
茂
中
学
校
43
分
53
秒
❷
加
茂
中
２
年
▼

高
校
一
般
男
子
の
部
❶
加
茂
農
林
高
校
Ａ

43
分
52
秒
大
会
新
❷Fun Runners

❸
加

茂
農
林
高
校
Ｂ

【
区
間
新
記
録
】

▼
高
校
一
般
男
子
の
部
　
小
柳
泰
治

（Fun Runners

　
第
２
区
間
７
分
36
秒
）、

田
巻
陽
向
（
加
茂
農
林
高
校
Ｂ
　
第
４
区

間
８
分
19
秒
）

▼
中
学
生
男
子
の
部
　
亀
山
翼
（
加
茂
中

学
校
　
第
１
区
間
７
分
29
秒
）、
坪
谷
優

音
（
加
茂
中
学
校
　
第
５
区
間
８
分
54
秒
）

▼
小
学
生
男
子
の
部
　
神
林
大
斗
（
加
茂

ジ
ュ
ニ
ア
い
ぬ

10
分
18
秒
）

　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　（
小
学
生
Ｕ-

９
の
部
）

期
　
日

11
月
３
日

会
　
場
　
加
茂
市
サ
ッ
カ
ー
場

❶
レ
ア
ル
加
茂
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

❷
加
茂
Ｆ
Ｃ
Ｊ
❸
三
条
Ｓ
Ｓ
Ｓ




